
４2 0 1 1  A p r i l
平 成 2 3 年　
No.66

2
8

9
10
11
12

13
14
15
16
17
18
19
20
22
24

下河内植樹ツアー

kouhou KIHOKU Apr. 11’ 

平成23年度施政方針・・・・・・・・・・
クリーンセンター工事、浄化槽について・・
犬を飼っている皆様への
　　　　　　　お知らせとお願い・・・・
きほくスリム倶楽部参加者募集・・・・・
平成23年度介護保険料について・・・・・
東海地震に関連する情報について・・・・
身体障がい者の方等が利用する
　　　　　　　軽自動車税の減免・・・・
農業者戸別所得補償制度について・・・・
長島神社御木曳、義援金受付について・・
「美し国おこし・三重」拡大座談会・・・・
図書館だより・・・・・・・・・・・・・
まちの話題・・・・・・・・・・・・・・
戸籍の窓・・・・・・・・・・・・・・・
けんこうの広場・・・・・・・・・・・・
おしらせ・・・・・・・・・・・・・・・
さわやか笑顔・・・・・・・・・・・・・

うま



広報きほく2011年4月号

　

社
会
経
済
情
勢
等
に

関
す
る
認
識

　

２
０
１
０
年
の
わ
が
国
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
、
中
国
に
追
い
抜
か
れ
世
界

第
３
位
と
な
り
、
地
球
環
境
問
題

や
、
石
油
・
レ
ア
ア
ー
ス
・
食
料

な
ど
の
資
源
問
題
が
深
刻
化
す
る

な
ど
、
地
球
規
模
で
大
き
な
変
化

が
進
展
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
国
内
で
は
、
少
子
高
齢

化
と
人
口
減
少
の
進
行
に
よ
る
活

力
の
低
下
、
国
と
地
方
を
通
じ
た

債
務
残
高
の
拡
大
、
社
会
保
障
制

度
へ
の
国
民
の
信
頼
喪
失
、
関
税

撤
廃
を
原
則
と
す
る
環
太
平
洋

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
へ
の
参

加
の
是
非
な
ど
、
課
題
が
山
積
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

国
内
の
雇
用
・
経
済
情
勢
に
つ

い
て
は
、
一
部
に
持
ち
直
し
の
動

き
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
景
気
は

足
踏
み
状
態
に
あ
り
、
失
業
率
が

高
水
準
に
あ
る
な
ど
、
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
海
外
経
済
の
改
善
や

各
種
の
政
策
効
果
な
ど
を
背
景
に

景
気
の
持
ち
直
し
が
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
政
治
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
民
主
党
政
権
に

お
い
て
は
、
２
０
１
１
年
度
予
算

の
関
連
法
案
の
成
立
が
危
う
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
三
重
県
に
お
い
て
も
、

今
後
４
年
間
の
県
政
運
営
を
方
向

づ
け
る
三
重
県
知
事
選
挙
、
三
重

県
議
会
議
員
選
挙
が
４
月
に
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
県
内
外
の
今
後
の

動
向
は
予
測
困
難
で
す
が
、
地
域

主
権
改
革
や
高
齢
者
医
療
制
度
な

ど
の
中
長
期
的
な
政
策
課
題
や
国

の
経
済
対
策
の
動
向
を
注
視
す
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
手
当
の
地
方

負
担
や
一
括
交
付
金
の
配
分
方
法

な
ど
、
町
政
運
営
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
国
の
政
策
に
つ
い
て
は
、

町
村
会
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
的

確
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

今
後
の
町
政
運
営
で

留
意
す
る
こ
と

　

次
に
、
今
後
の
町
政
運
営
に
お

い
て
特
に
留
意
す
る
こ
と
と
し
て

四
点
を
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

ま
ず
、
一
点
目
は
、
わ
が
町
の

人
口
減
少
の
進
行
で
す
。
平
成
22

年
の
国
勢
調
査
の
速
報
で
は
、
紀

北
町
の
人
口
が
１
万
８
６
２
６
人

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
出
生

者
数
の
減
少
や
青
年
層
の
町
外
へ

の
流
失
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
へ
の
経
済

効
果
を
高
め
、
雇
用
を
創
出
す
る

対
策
が
今
ま
で
以
上
に
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

二
点
目
は
、
近
畿
自
動
車
道
紀

勢
線
の
延
伸
へ
の
対
応
で
す
。
平

成
24
年
度
末
ま
で
の
紀
伊
長
島
Ｉ

Ｃ
（
仮
称
）
へ
の
延
伸
な
ど
に
よ

り
、
日
常
生
活
圏
、
観
光
・
物
流

の
動
態
は
大
き
く
変
化
す
る
こ
と

が
確
実
で
す
。
観
光
地
と
し
て
の

魅
力
ア
ッ
プ
に
よ
り
集
客
を
増
加

さ
せ
、
六
次
産
業
の
推
進
に
よ
っ

て
外
貨
を
稼
ぐ
な
ど
、
延
伸
に
よ

る
プ
ラ
ス
効
果
を
高
め
る
戦
略
的

な
取
り
組
み
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

三
点
目
は
、
一
体
感
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
で
す
。
平
成
17

年
10
月
の
紀
北
町
誕
生
か
ら
５
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
合
併
特
例
債

な
ど
の
合
併
支
援
策
が
平
成
27
年

度
に
は
終
了
し
財
政
運
営
が
よ
り

厳
し
く
な
る
こ
と
を
十
分
認
識
し

な
が
ら
、
積
み
残
さ
れ
た
課
題
の

解
決
と
一
体
感
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

四
点
目
は
、
希
望
の
持
て
る
ま

ち
づ
く
り
で
す
。
希
望
は
、
厳
し

い
現
状
、
楽
観
で
き
な
い
情
勢
の

中
に
あ
っ
て
、
将
来
は
も
っ
と
良

く
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
と

前
向
き
に
取
り
組
も
う
と
い
う
意

思
が
込
め
ら
れ
た
言
葉
で
す
。

　

私
は
、紀
北
町
が
将
来
に
わ
た
っ

て
、
明
る
く
元
気
な
ま
ち
、
住
み

続
け
た
い
ま
ち
、
子
ど
も
た
ち
に

住
ん
で
ほ
し
い
と
思
え
る
ま
ち
で

あ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

希
望
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

予
算
編
成
の
基
本
的

な
考
え
方

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
の
平
成

23
年
度
当
初
予
算
は
、
次
の
考
え

方
を
基
本
に
編
成
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
ず
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
や

様
々
な
社
会
情
勢
の
変
化
を
し
っ

か
り
と
認
識
し
た
上
で
、
将
来
に

わ
た
り
財
政
の
健
全
性
を
維
持
す

る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

２

は
じ
め
に

　　

本
日
こ
こ
に
、
平
成
23
年

度
当
初
予
算
案
及
び
諸
議
案

を
提
案
し
、
ご
審
議
い
た
だ

く
に
あ
た
り
、
私
の
町
政
に

対
す
る
所
信
の
一
端
と
予
算

案
の
概
要
を
申
し
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

町
長
就
任
か
ら
、
１
年

４
ヵ
月
余
り
が
経
過
し
ま
し

た
。
こ
の
間
、
議
員
の
皆
さ

ま
並
び
に
町
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
多
大
な
る
御
理
解
と
御

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
は
「
す
べ
て
は
住
民
目

線
で
、
す
べ
て
は
住
民
と
と

も
に
」の
基
本
方
針
の
も
と
、

現
場
に
出
向
き
対
話
を
繰
り

返
す
こ
と
で
、
本
町
の
課
題

の
大
き
さ
を
改
め
て
痛
感
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続

き
、
課
題
解
決
に
向
け
て
積

極
的
か
つ
着
実
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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住
民
目
線
に
立
っ
た
新
た
な
課
題

や
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
努
め

る
と
と
も
に
、
本
町
の
将
来
を
見

据
え
た
重
要
な
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
特
に
、
紀
北
町
の

未
来
を
担
う
子
ど
も
を
育
む
た
め

の
支
援
策
や
教
育
環
境
の
充
実
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
の
安
全
・

安
心
を
支
え
る
防
災
や
福
祉
施
策
、

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
の
取
り

組
み
、
地
区
集
会
所
の
建
設
な
ど
、

暮
ら
し
を
支
え
る
源
泉
と
な
る
地

域
活
性
化
対
策
な
ど
に
力
を
注
い

で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
平
成
22
年
度
補
正

予
算
に
対
応
し
、
地
域
活
性
化
交

付
金
と
し
て
、
き
め
細
か
な
交
付

金
と
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交

付
金
を
活
用
し
た
事
業
を
平
成
22

年
度
補
正
予
算
第
５
号
に
計
上
し

て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
と
同
様

に
繰
り
越
し
て
実
施
す
る
も
の
を

含
め
た
13
ヵ
月
予
算
に
よ
り
、
地

区
集
会
所
な
ど
の
改
修
、
生
活
道

路
・
下
排
水
路
や
河
川
の
整
備
、

生
涯
学
習
施
設
の
整
備
、
小
・
中

学
校
な
ど
の
整
備
、
学
校
図
書
の

整
備
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
生

活
に
直
接
関
連
し
た
事
業
を
引
き

続
き
推
進
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
及
び
当
初

予
算
の
規
模

　　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
も
と
に
、

予
算
編
成
を
行
っ
た
結
果
、
本
町
の

平
成
23
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の

総
額
は
92
億
９
，
４
５
８
万
１
千
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
１
・
９
％
の
伸

び
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、 

平
成
22
年
度
補
正
予
算
第

５
号
で
計
上
し
て
い
ま
す
、
き
め
細

か
な
交
付
金
と
住
民
生
活
に
光
を
そ

そ
ぐ
交
付
金
の
事
業
費
を
加
え
た

13
ヵ
月
の
予
算
ベ
ー
ス
で
の
総
額
は

94
億
７
，
８
５
６
万
６
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
紀
北
町
第
１
次
総

合
計
画
の
基
本
目
標
に
基
づ
き
、

重
点
的
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

自
然
と
共
生
し
、
快

適
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り

　　

基
本
目
標
一
つ
目
の
「
自
然
と

共
生
し
、
快
適
で
安
心
し
て
く
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
で

す
が
、
本
町
に
と
り
ま
し
て
、
台

風
や
大
雨
と
と
も
に
心
配
な
の
は
、

近
い
う
ち
に
高
い
確
率
で
発
生
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
東
海
・
東

南
海
・
南
海
地
震
と
、
こ
れ
ら
の

大
地
震
に
よ
る
津
波
の
襲
来
で
す
。

　

そ
こ
で
、平
成
23
年
度
か
ら
５
ヵ

年
の
計
画
で
、
老
朽
化
が
著
し
い

三
浦
と
矢
口
浦
の
漁
港
海
岸
施
設

の
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業
に
よ

り
、
津
波
の
発
生
や
、
台
風
時
の

高
潮
な
ど
に
備
え
る
べ
く
、
防
潮

堤
の
設
置
な
ど
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
に
よ
る
被
害
を
最

小
限
に
く
い
止
め
る
た
め
に
は
、

住
民
の
危
機
意
識
を
高
揚
し
、
自

主
防
災
組
織
の
強
化
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
防
災
研
修
会
、

タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
開
催
、

全
町
民
を
対
象
と
し
た
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
時
に
安
全
に
避

難
で
き
る
よ
う
、
夜
間
避
難
対
策

と
し
て
、
各
種
避
難
所
な
ど
へ

ソ
ー
ラ
ー
発
電
に
よ
る
避
難
誘
導

灯
を
13
ヵ
所
増
設
し
ま
す
。

　

消
防
業
務
で
は
、
火
災
か
ら
住

民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、

防
火
水
槽
及
び
消
火
栓
の
整
備
や

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
の
購

入
な
ど
を
行
い
、
消
防
力
の
強
化

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
救

急
業
務
で
は
、
傷
病
者
の
救
命
率

の
向
上
の
た
め
、
救
急
隊
員
の
よ

り
高
度
な
技
術
の
習
得
を
は
じ
め
、

医
療
関
係
機
関
と
の
密
接
な
協
力

体
制
の
構
築
推
進
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

環
境
対
策
で
は
、
本
町
の
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
を
継
承
し
て
い
く

た
め
に
、
環
境
の
保
全
と
資
源
の

有
効
利
用
を
図
り
、
Ｃ
Ｏ 

の
削
減

な
ど
環
境
負
荷
の
低
減
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
ご
み
減
量
に
関
す

る
啓
発
活
動
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
や
研
修
・
講
座
の
実
施
、

緑
の
カ
ー
テ
ン
の
設
置
を
行
う
と

と
も
に
、
資
源
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
増
設
な
ど
に
よ
り
、
ご
み
の

減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
な

ど
に
努
め
、
資
源
循
環
型
社
会
の

構
築
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　

生
活
排
水
対
策
で
は
、
整
備
が

遅
れ
て
い
る
合
併
処
理
浄
化
槽
の

普
及
促
進
に
努
め
、
引
き
続
き
設

置
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
保
全
の
た
め
水
質

調
査
や
大
気
環
境
調
査
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
廃
棄
物
の
不
法
投

棄
多
発
地
点
へ
の
看
板
の
設
置
や

環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

　

港
湾･

海
岸
の
整
備
で
は
、
引

本
港
な
ど
伊
勢
湾
台
風
後
に
整
備

さ
れ
た
海
岸
堤
防
の
老
朽
化
対
策

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
早
急
に
事
業
化
さ
れ
る

よ
う
関
係
機
関
へ
の
要
望
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
高
浜
海
岸
の
侵
食

と
船
津
川･

銚
子
川
の
河
口
閉
塞

に
つ
い
て
も
関
係
機
関
に
対
応
を

求
め
ま
す
。

　

長
島
港
で
は
、
呼
崎･

名
倉
海

岸
の
堤
防
補
強
を
行
う
た
め
、
基

本
設
計
業
務
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
樋
門
扉
の
電
動
自
動
化

を
拡
充
す
る
よ
う
関
係
機
関
に
対

応
を
求
め
ま
す
。

　

河
川
事
業
で
は
、
平
成
16
年
９

月
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
、
船

津
川
の
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊

急
事
業
が
概
ね
完
了
し
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
、「
県
単
河
川
改
修
事
業
」

と
し
て
、
内
頭
樋
門
な
ど
の
整
備

が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
紀
伊
長

島
区
の
赤
羽
川
で
は
、
河
川
堤
防

補
強
の
た
め
、
漏
水
対
策
の
測
量

･

設
計
業
務
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

砂
防
事
業
で
は
、
土
砂
災
害
防

止
法
に
基
づ
き
、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
な
ど
を
指
定
す
る
た
め
、
平

成
22
年
度
は
紀
伊
長
島
区
の
長
島

地
区
で
基
礎
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
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し
た
が
、
平
成
23
年
度
に
お
い
て

も
、
引
き
続
き
、
紀
伊
長
島
区
の

赤
羽
地
区
及
び
海
山
区
の
船
津
地

区
を
対
象
に
基
礎
調
査
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

土
石
流
対
策
の
施
設
整
備
で
は
、

海
山
区
の
「
上
里･
火
ノ
谷
川
」

「
矢
口
浦･

白
越
谷
川
」、及
び「
島

勝
浦･

向
井
谷
川
」
で
は
、
砂

防
堰
堤
な
ど
の
施
設
工
事
が
継
続

し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
平

成
22
年
度
に
着
手
さ
れ
た
「
便
ノ

山･

宇
山
地
区
」
に
つ
い
て
も
事

業
促
進
が
図
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

平
成
23
年
度
か
ら
新
た
に
紀
伊
長

島
区
の
「
海
野･

楠
木
谷
川
」
で

砂
防
事
業
が
着
手
さ
れ
ま
す
。

　

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
で
は
、
一

昨
年
６
月
に
山
腹
の
崩
落
災
害
が

発
生
し
た
、
長
島
地
区
に
お
け
る

事
業
促
進
に
努
め
ま
す
。

　

交
通
・
通
信
体
系
の
道
路
網
整

備
で
は
、
近
畿
自
動
車
道
・
紀
勢

線
が
い
よ
い
よ
、
平
成
23
年
度
に

は
、「
尾
鷲
北
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）」
か

ら
「
海
山
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）」
間
の

６
・
１
㎞
が
供
用
さ
れ
る
予
定
で

す
。
さ
ら
に
、
平
成
24
年
度
に
は

「
紀
伊
長
島
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）」
の
供

用
と
、
平
成
25
年
10
月
の
伊
勢
神

宮
式
年
遷
宮
を
目
標
に
、
熊
野
市

「
大
泊
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）」
ま
で
の
延

伸
に
向
け
工
事
が
進
め
ら
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
国
土

交
通
省
や
中
日
本
高
速
道
路
株
式

会
社
へ
の
積
極
的
な
事
業
協
力
に

努
め
、
高
速
道
路
事
業
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
の
道
路
事
業
で
は
、

「
国
道
４
２
２
号･

紀
伊
長
島
イ

ン
タ
ー
線
」、「
矢
口
浦
上
里
線
」

及
び
「
長
島
港
古
里
線
」
の
整
備

を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

　

町
の
道
路
事
業
で
は
、「
過
疎

対
策
事
業
債
」
や
「
き
め
細
か
な

交
付
金
」
を
活
用
し
て
、
必
要
性

や
優
先
度
を
踏
ま
え
つ
つ
、
住
民

生
活
に
密
着
し
た
道
路
の
改
良
や

舗
装
な
ど
、
き
め
細
か
な
整
備
を

進
め
ま
す
。
海
山
区
で
は
、
引
き

続
き
「
船
津
駅
前
線
」、「
小
山
山

側
線
」、「
船
津
小
笠
原
２
号
線
」

の
道
路
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

「
中
新
田
１
号
線
」
な
ど
の
舗
装

工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
紀
伊

長
島
区
で
は
「
此
ヶ
野
大
橋
」
ほ

か
の
橋
梁
整
備
や
「
山
本
５
号
線
」

の
道
路
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

「
中
田
１
号
線
」
な
ど
の
舗
装
工

事
を
行
い
ま
す
。

　

県
営
・
熊
野
灘
臨
海
公
園
事
業

で
は
、
引
き
続
き
、
海
山
区･

大

白
公
園
「
多
目
的
広
場
」
の
整
備

促
進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
紀
伊

長
島
区
で
は
片
上
公
園･

マ
ン
ボ

ウ
の
施
設
拡
充
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

安
全
で
良
質
な
水
を
安
定
供
給
す
る

た
め
に
、
水
源
の
確
保
と
保
全
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
水

道
水
源
保
護
条
例
に
つ
き
ま
し
て
は
、

合
併
後
も
直
ち
に
統
一
さ
れ
ず
、
旧

町
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
で
暫
定
施
行
し

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
６
月
に

「
紀
北
町
水
道
水
源
保
護
条
例
」
と

し
て
一
本
化
し
ま
し
た
。
町
民
の
生

命
及
び
健
康
を
守
り
、
安
心
し
て
飲

め
る
水
を
確
保
す
る
た
め
、
水
質
の

汚
濁
を
防
止
し
、
さ
ら
な
る
水
源
の

確
保
と
保
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
水
道
を
取
り
巻

く
状
況
と
し
ま
し
て
、
人
口
減
少

に
伴
う
水
道
事
業
収
益
の
減
少
に

よ
る
経
営
の
悪
化
や
老
朽
施
設
の

更
新
、
大
地
震
対
策
と
し
て
の
施

設
の
耐
震
化
な
ど
の
問
題
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
平
成
23

年
度
に
紀
北
町
水
道
事
業
基
本
計

画
を
策
定
し
、
水
道
施
設
な
ど
の

調
査
を
行
い
、
計
画
的
に
施
設
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
長
期
的

な
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
見
通
し
を
立

て
る
な
ど
、
経
営
基
盤
の
強
化
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

互
い
に
支
え
合
い
、
健

康
で
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

次
に
、「
互
い
に
支
え
合
い
、

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

子
ど
も
や
家
庭
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
さ
を
増
す
中
、
少
子
化

対
策
と
し
て
「
安
心
し
て
子
ど
も

を
生
み
、
健
や
か
に
育
む
ま
ち
づ

く
り
」
の
基
本
理
念
の
も
と
、
家

庭
と
地
域
が
子
育
て
す
る
力
を
高

め
て
い
く
環
境
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
地
域
に
お
け
る
子

育
て
支
援
と
し
て
、
保
育
所
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
も
と
よ
り
、

平
成
22
年
度
、
新
た
に
町
内
２
ヵ

所
に
設
置
さ
れ
た
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
な
ど
子
育
て
の
環
境
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
支
援
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料

化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
重
県
の

制
度
で
は
通
院
、
入
院
と
も
未
就

学
児
童
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

本
町
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
入

院
に
限
っ
て
、
対
象
年
齢
を
小
学

校
６
年
生
ま
で
拡
大
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
医
療
費
負
担
の
軽
減
を

図
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
出
産

が
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
も
公
費

に
よ
る
妊
婦
健
康
診
査
の
負
担
軽

減
な
ど
、
広
く
子
育
て
支
援
に
努

め
ま
す
。

　

高
齢
者
対
策
で
は
、
町
民
の
３

人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
、
高
齢
者

の
安
全
や
見
守
り
な
ど
に
資
す
る

事
業
と
し
て
、
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
の
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
た
め

の
緊
急
通
報
装
置
の
設
置
、
日
々

の
見
守
り
も
兼
ね
た
配
食
サ
ー
ビ

ス
事
業
、
ね
た
き
り
老
人
等
福
祉

保
健
手
当
の
支
給
な
ど
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
介
護
基
盤
整
備
と

し
て
新
た
に
民
間
が
実
施
す
る
地

域
密
着
型
の
認
知
症
対
応
型
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
２
ヵ
所
の
整
備
に

対
す
る
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
健
康
対
策
と

し
ま
し
て
は
、
要
介
護
状
態
と
な

る
お
そ
れ
の
高
い
高
齢
者
の
早
期

発
見
、
早
期
対
応
に
努
め
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
、
各
地
域
に
お

け
る
高
齢
者
の
孤
立
化
防
止
の
た

め
の
活
動
を
支
援
す
る
、「
地
域

４
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介
護
予
防
活
動
支
援
事
業
」
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
方
々
が
快

適
か
つ
安
全
に
移
動
で
き
る
交
通

手
段
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
平
成
21
年
度
に
実
施

し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

で
要
望
の
あ
っ
た
、
買
い
物
と
通

院
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
公
共

交
通
の
空
白
地
に
お
け
る
バ
ス
の

試
験
運
行
を
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
試
験
運
行
で
は
、

２
地
域
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
週
２
日
、
１
日
３
便
を

運
行
し
、
運
行
方
法
な
ど
を
検
証

の
う
え
、
平
成
24
年
度
以
降
、
運

行
地
域
を
さ
ら
に
広
げ
本
格
運
行

に
繋
げ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
施
策
で
は
、
重

度
の
障
が
い
を
持
つ
方
に
対
す
る

医
療
費
の
助
成
、
障
害
者
自
立
支

援
法
に
基
づ
く
介
護
・
訓
練
等
給

付
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
障
が

い
者
の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ

う
、
相
談
支
援
、
移
動
支
援
な
ど

を
行
う
地
域
生
活
支
援
事
業
を
充

実
し
ま
す
。
ま
た
、
じ
ん
臓
機
能

障
害
に
よ
る
人
工
透
析
な
ど
、
通

院
に
要
す
る
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
助
成
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
づ
く
り

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
21

年
度
に
立
ち
上
げ
た
「
紀
北
町
民

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
会
」
を
中
心
と

し
て
、
さ
ら
に
会
員
登
録
を
促
す

と
と
も
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
へ
の
看
板
設
置
や
の
ぼ
り
を
立

て
る
こ
と
に
よ
り
コ
ー
ス
の
周
知

を
図
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
定
着
を
推
進
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
平
成
21
年
度
紀
北

町
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
健
康
体
操
と
し

て
作
成
し
た
「
き
ほ
く
活
活
体
操
」

も
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
と
ら
え

て
周
知
・
活
用
を
図
り
、
よ
り
多

く
の
住
民
が
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け

て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
予
防
接
種
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
疾
病
予
防
対
策
と
し
て
、

従
来
の
接
種
事
業
に
加
え
、
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
、
小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
、
平
成
22
年
度
に
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
が
ん
検
診
事
業
で

は
、
子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検

診
が
毎
年
受
診
で
き
る
よ
う
に
復

活
す
る
と
と
も
に
、
受
診
率
の
向

上
を
目
的
に
、「
働
く
世
代
へ
の

大
腸
が
ん
検
診
事
業
」
や
、「
女

性
特
有
の
が
ん
検
診
事
業
」
を
実

施
し
ま
す
。
さ
ら
に
休
日
の
検
診

実
施
を
続
け
る
と
と
も
に
、
国
民

健
康
保
険
で
行
っ
て
い
ま
す
脳

ド
ッ
ク
検
診
に
つ
き
ま
し
て
も
、

平
成
22
年
度
に
引
き
続
き
受
診
対

象
者
を
60
名
に
し
て
実
施
し
ま
す
。

地
域
の
資
源
を
生
か

し
、
活
力
と
魅
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　

次
に
、「
地
域
の
資
源
を
生
か

し
、
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

農
業
振
興
施
策
で
は
、
県
営
中

山
間
総
合
整
備
事
業
な
ど
を
中
心

に
、
農
業
生
産
基
盤
整
備
と
し
て

農
業
用
水
路
や
揚
水
機
の
改
修
を

行
う
と
と
も
に
、
安
定
的
な
利
水

が
で
き
る
よ
う
施
設
の
維
持
管
理

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
円
滑
化
事
業
や
緊

急
雇
用
創
出
事
業
な
ど
に
よ
り
、

農
業
施
設
の
維
持
管
理
、
生
産
農

家
に
お
け
る
農
地
の
利
用
状
況
、

耕
作
状
況
、
獣
害
被
害
の
状
況
把

握
に
努
め
、
そ
の
対
策
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　

林
業
振
興
施
策
で
は
、
森
林
整

備
地
域
活
動
支
援
交
付
事
業
・
造

林
事
業
・
森
林
環
境
創
造
事
業
な

ど
に
よ
り
適
正
な
森
林
の
管
理
を

促
進
し
、
持
続
的
な
生
産
の
た
め

の
「
生
産
林
」
と
Ｃ
Ｏ 

の
吸
収
に

よ
る
地
球
環
境
の
保
全
な
ど
、
森

林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
を
重
視

し
た
「
環
境
林
」
の
公
益
的
機
能

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
木
造
住
宅
新
築
奨
励
金

交
付
事
業
に
よ
り
、
地
元
製
材
の

振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
で
は
、
猟
友
会

の
協
力
に
よ
り
ニ
ホ
ン
ザ
ル
・
イ

ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど
の
捕

獲
、
駆
除
や
獣
害
防
止
用
に
係
る

資
材
費
用
に
対
す
る
補
助
な
ど
の

対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
獣

害
被
害
は
増
加
の
傾
向
に
い
ま
す

の
で
、
今
後
も
地
域
住
民
の
方
々

や
農
林
業
関
係
者
ま
た
、
県
と
協

議
し
、
鳥
獣
害
防
止
総
合
対
策
事

業
を
推
進
し
獣
害
対
策
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　

水
産
業
振
興
施
策
で
は
、
種
苗

の
放
流
や
藻
場
な
ど
の
調
査
、
漁

業
近
代
化
利
子
補
給
事
業
、
漁
協

合
併
に
伴
う
支
援
、
外
国
人
漁
業

研
修
生
受
入
対
策
事
業
、
漁
業
担

い
手
対
策
事
業
、
漁
港
の
維
持
管

理
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
漁
業
生

産
基
盤
の
整
備
及
び
水
産
資
源
の

増
殖
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
水

産
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

商
工
振
興
施
策
で
は
、
紀
北
町

商
工
会
と
連
携
し
地
域
の
商
工
業

振
興
に
向
け
、
引
き
続
き
中
小
企

業
指
導
育
成
事
業
に
よ
る
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、「
年
末

き
い
な
が
し
ま
港
市
」
へ
の
支
援
、

紀
北
町
の
主
要
な
物
産
で
あ
る
、
農

林
水
産
物
、
そ
の
加
工
品
な
ど
を

含
め
た
各
種
物
産
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
地
場
産
業

の
育
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

雇
用
情
勢
が
、
全
国
的
に
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
雇
用
の
安

定
を
図
る
こ
と
は
、
暮
ら
し
を
支
え

る
基
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
22

年
度
に
引
き
続
き
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
特
別
交
付
金
、
緊
急
雇
用
創
出

事
業
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
25

名
の
雇
用
を
創
出
す
る
な
ど
、
雇
用

情
勢
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

　

観
光
振
興
施
策
で
は
、
地
域
の

誇
れ
る
資
源
で
あ
る
海
、
山
、
川
、

熊
野
古
道
、
地
域
の
伝
統
文
化
を

最
大
限
に
活
用
し
た
魅
力
あ
る
体

験
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
の
提
供
を
行
っ

５
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て
い
く
と
と
も
に
、
農
林
水
産
物

や
そ
の
加
工
品
な
ど
の
地
域
資
源

と
宿
泊
な
ど
と
も
組
み
合
わ
せ
た

六
次
産
業
の
振
興
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
魅
力
を
活
か
す
観
点
か

ら
、
銚
子
川
周
辺
地
域
の
更
な
る

活
性
化
と
町
民
の
福
祉
・
健
康
の

増
進
を
目
的
に
、
銚
子
川
流
域
を

「
自
然
と
健
康
ゾ
ー
ン
」
と
位
置

付
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平

成
23
年
度
は
、
町
民
の
方
々
と
と

も
に
地
域
資
源
の
活
用
と
温
浴
施

設
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
高
速
道
路
延
伸
に
伴
い

中
部
圏
・
関
西
圏
と
の
時
間
距
離

が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

町
に
と
っ
て
は
多
く
の
人
た
ち
を

呼
び
込
む
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

紀
北
町
商
工
会
、
紀
北
町
観
光
協

会
、
民
間
事
業
者
の
方
々
と
協
働

し
な
が
ら
、
紀
北
町
全
体
の
ブ
ラ

ン
ド
価
値
が
高
ま
る
よ
う
、
紀
北

町
の
魅
力
を
最
大
限
に
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

　

紀
伊
長
島
Ｉ
Ｃ
～
海
山
Ｉ
Ｃ
間

に
計
画
さ
れ
て
い
る
三
浦
道
路
休

憩
施
設
に
つ
い
て
も
、
情
報
発
信

や
産
業
振
興
、
ま
た
防
災
対
策
上

重
要
な
役
割
を
担
う
施
設
と
な
り

得
る
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連

携
の
も
と
、
防
災
施
設
・
物
産
販

売
施
設
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
団
塊
世
代
の
定
年
退

職
者
や
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
希

望
者
に
空
き
家
情
報
を
提
供
し
、

町
内
へ
の
定
住
を
促
進
す
る
た

め
、「
空
き
家
調
査
事
業
」
を
引

き
続
き
実
施
し
、
情
報
発
信
し
ま

す
。
ま
た
、
町
内
で
働
く
方
々
に
、

紀
北
町
の
町
お
こ
し
リ
ー
ダ
ー
と

な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
先
進

地
の
方
々
か
ら
直
接
話
を
聴
く
な

ど
、
新
し
い
世
界
に
触
れ
新
鮮
な

刺
激
を
受
け
る
機
会
を
提
供
す
る

「
紀
北
町
町
お
こ
し
リ
ー
ダ
ー
育

成
事
業
」
も
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
高
速
道
路
延
伸

な
ど
に
伴
う
社
会
状
況
の
変
化
や

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
、
よ

り
的
確
に
対
応
で
き
る
体
制
を
構

築
し
、
第
一
次
産
業
や
商
工
観
光

業
の
振
興
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
推

進
す
る
た
め
、
行
政
組
織
の
一
部

を
見
直
し
、
現
行
の
「
産
業
振
興

課
」
を
「
農
林
水
産
課
」
と
「
商

工
観
光
課
」
に
分
割
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

豊
か
な
心
を
育
み
、

人
と
文
化
が
輝
く
ま

ち
づ
く
り

　

次
に
、「
豊
か
な
心
を
育
み
、

人
と
文
化
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
で
す
。

　

学
校
教
育
で
は
、
基
礎
学
力
の

充
実
と
個
性
の
伸
長
を
図
り
な
が

ら
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安
全
で

安
心
な
学
校
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
学
校
施
設

の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
「
紀
北
町

学
校
施
設
耐
震
整
備
計
画
」
に
基

づ
き
、
耐
震
化
を
順
次
進
め
て
き

て
お
り
、
紀
北
中
学
校
の
改
築
が

終
了
す
る
と
、
す
べ
て
の
学
校
施

設
耐
震
整
備
が
完
了
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

紀
北
中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、

旧
校
舎
の
解
体
を
経
て
、
平
成
23

年
度
、
24
年
度
の
２
ヵ
年
を
か
け

て
改
築
を
行
っ
て
い
き
ま
す
が
、

そ
の
間
、
旧
尾
鷲
高
等
学
校
長
島

分
校
を
仮
校
舎
と
し
て
引
き
続
き

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
の

安
全
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
活
性
化
交
付
金
を

活
用
し
て
、
各
小
中
学
校
の
修
繕

整
備
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
児

童
生
徒
の
知
識
向
上
と
豊
か
な
情

操
教
育
に
資
す
る
た
め
に
、
学
校

図
書
を
充
実
し
、
よ
り
良
い
教
育

環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
す
べ
て
の
児
童
・
生

徒
そ
れ
ぞ
れ
に
、
個
人
の
尊
厳
が
重

ん
じ
ら
れ
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
と
な
い
子
ど
も
が
と
も
に
学
び
、

と
も
に
理
解
す
る
た
め
に
、
同
じ

教
室
で
教
育
を
受
け
る
こ
と
の
で

き
る
環
境
を
め
ざ
し
、
介
助
教
員

の
増
員
、
配
置
を
引
き
続
き
行
う

な
ど
、
さ
ら
に
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

生
涯
学
習
で
は
公
民
館
を
利
用

し
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽

し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
を
開

催
し
、
各
種
の
生
涯
学
習
講
座
を
実

施
す
る
な
ど
、
町
民
の
学
習
機
会

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町

文
化
協
会
へ
の
支
援
を
と
お
し
て

文
化
活
動
の
振
興
に
も
努
め
ま
す
。

ま
た
、
町
内
の
図
書
室
の
蔵
書
を
検

索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
電
子
化
し
、

図
書
の
貸
し
出
し
や
返
却
、
管
理

の
利
便
性
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
町
に
は
国
や
県
・
町
指
定
な

ど
88
件
の
文
化
財
が
あ
り
、
町
文

化
財
調
査
委
員
会
で
は
後
世
に
引

き
継
ぐ
重
要
な
文
化
遺
産
の
調
査

や
研
究
、
保
存
活
動
を
続
け
て
お

り
、
平
成
23
年
度
に
は
両
区
を
ま

と
め
た
「（
仮
称
）
紀
北
町
の
文

化
財
」
を
発
刊
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
参
加
す
る
人
の
体

を
鍛
え
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
育
て
ま

す
。
ま
た
地
域
社
会
の
共
通
の
話

題
と
し
て
皆
が
楽
し
み
、
応
援
し
、

感
動
す
る
こ
と
は
地
域
の
活
力
に

も
な
る
こ
と
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
つ
い
て
は

よ
り
一
層
、総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
で
は
、
大

会
用
の
ス
ポ
ー
ツ
用
具
な
ど
を
整

備
す
る
ほ
か
、
町
外
の
チ
ー
ム
を

招
い
て
開
催
さ
れ
る
交
流
大
会
経

費
の
一
部
を
助
成
し
て
、
競
技
力

の
向
上
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活

性
化
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
紀

伊
長
島
区
の
赤
羽
公
園
で
は
、
野

球
場
の
「
防
球
ネ
ッ
ト
」
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
海
山
体
育
館
の

床
改
修
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

平
成
24
年
度
に
は
同
体
育
館
の
耐

震
補
強
工
事
を
実
施
す
べ
く
、
そ

の
た
め
の
実
施
設
計
に
も
着
手
す

る
な
ど
、
施
設
の
整
備
、
拡
充
に

も
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
業

で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
は
苦
手
だ
が
、

体
力
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
に
励

み
た
い
方
を
対
象
に
、
本
年
２
月

６
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に
「
紀
北
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

と
し
て
の
組
織
を
立
ち
上
げ
て
い

ま
す
。
特
に
高
齢
者
が
主
体
と
な

り
普
及
し
て
い
ま
す
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
、
も
っ
と
多
く
の
高
齢

者
の
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
、
健
康
づ
く
り
と
生
き
が
い
づ

く
り
の
場
と
な
る
よ
う
、
積
極
的

に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
年
間
を
通

し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど
、
５

種
類
の
健
康
づ
く
り
運
動
の
講
座

を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
引
き
続
き
全
国
大
会
や

東
海
大
会
に
出
場
す
る
た
め
の
経

費
補
助
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

開
催
、
町
体
育
協
会
へ
の
助
成
な

ど
を
実
施
し
活
動
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

自
立
を
め
ざ
し
、
住

民
と
行
政
が
と
も
に

歩
む
ま
ち
づ
く
り

　

次
に
、「
自
立
を
め
ざ
し
、
住

民
と
行
政
が
と
も
に
歩
む
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

国
の
「
地
域
主
権
改
革
」
の
推

進
に
よ
り
、
平
成
23
年
度
に
は
都

道
府
県
を
対
象
に
地
域
自
主
戦
略

交
付
金
と
し
て
、
投
資
補
助
金
の

一
括
交
付
金
化
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
詳
細
に

つ
い
て
は
未
だ
不
透
明
な
部
分
が

多
く
、
地
方
財
政
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
引
き
続
き
財
源
の

確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
事
務
事

業
の
見
直
し
な
ど
、
徹
底
し
た
経

費
の
節
減
と
創
意
工
夫
に
よ
る
財

政
の
健
全
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
、
地
方
交
付
税
に
つ
き
ま

し
て
は
、
合
併
後
の
算
定
替
え
が

平
成
27
年
度
で
終
了
し
、
平
成
28

年
度
か
ら
５
年
間
で
段
階
的
に
で

は
あ
り
ま
す
が
約
５
億
円
が
縮
減

さ
れ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を

想
定
し
た
う
え
で
の
行
財
政
運
営

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
起
債
の
借
り
入
れ
に
つ
き

ま
し
て
も
、
合
併
特
例
事
業
債
や

過
疎
対
策
事
業
債
と
い
っ
た
有
利

な
条
件
の
起
債
で
あ
っ
て
も
、
将

来
の
財
政
負
担
を
充
分
に
考
慮
し

計
画
的
に
活
用
を
図
る
な
ど
、
引

き
続
き
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、

持
続
的
に
自
立
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
る
所
存
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
成

果
と
し
ま
し
て
、
人
件
費
に
お
き

ま
し
て
は
、
定
員
適
正
化
計
画
に

基
づ
く
職
員
の
削
減
、
地
方
債
に

お
き
ま
し
て
は
、
新
規
起
債
借
り

入
れ
額
の
抑
制
や
過
疎
対
策
事
業

債
、
合
併
特
例
事
業
債
な
ど
普
通

交
付
税
措
置
が
あ
る
有
利
な
起
債

の
借
り
入
れ
、
ま
た
、
普
通
交
付

税
で
措
置
さ
れ
な
い
地
方
債
の
繰

り
上
げ
償
還
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、

将
来
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
結
果
、
地
方

債
残
高
は
、
平
成
23
年
度
末
で
約

１
２
２
億
５
千
万
円
と
な
る
見
込

み
で
あ
り
、
一
方
、
基
金
残
高
は
、

約
39
億
１
千
万
円
に
な
る
見
込
み

で
す
。

　

さ
て
、
平
成
23
年
度
は
、
町
行

政
の
す
べ
て
の
施
策
の
基
本
と
な

る
紀
北
町
第
１
次
総
合
計
画
の
後

期
基
本
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
進
行
中
の
前
期
基
本
計
画

は
、
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
23
年

度
ま
で
の
計
画
で
す
が
、
平
成
23

年
度
新
た
に
平
成
24
年
度
か
ら
平

成
28
年
度
ま
で
の
後
期
基
本
計
画

の
策
定
を
行
い
ま
す
。
基
本
構
想

に
お
け
る
将
来
像
「
自
然
の
鼓
動

を
聞
き　

み
な
が
集
い
、
に
ぎ
わ

う　

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
」
の

実
現
を
め
ざ
し
、
町
民
の
方
々
と

と
も
に
新
た
な
行
政
課
題
に
対
応

す
べ
く
基
本
計
画
の
見
直
し
を
行

い
、
魅
力
あ
る
紀
北
町
の
実
現
に

向
け
て
更
な
る
飛
躍
を
め
ざ
す
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
本
庁
舎
移
転
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
25
年
１
月
に
「
尾

鷲
高
等
学
校
長
島
分
校
跡
地
」
へ

移
転
す
べ
く
、
平
成
22
年
度
に
お

い
て
用
地
の
購
入
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
当
初
予
算
に
お
き
ま

し
て
庁
舎
の
改
修
に
か
か
る
実
施

設
計
の
た
め
の
経
費
を
計
上
し
て

お
り
、
平
成
24
年
度
に
は
改
修
工

事
を
行
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
産
廃
訴
訟
に
係
る
損

害
賠
償
請
求
事
件
に
つ
い
て
で
す

が
、
本
件
は
、
紀
北
町
に
と
り
ま

し
て
最
重
要
課
題
の
１
つ
で
あ
り
、

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
22
年
１

月
８
日
に
「
損
害
賠
償
請
求
事
件
対

策
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
訴
訟
代
理

人
で
あ
る
弁
護
士
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
裁
判
に
関
す
る
疑
問
点

や
問
題
点
を
整
理
し
、
勉
強
を
進

め
て
い
く
と
と
も
に
、
情
報
収
集

や
情
報
提
供
の
あ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
成
果
と
し
ま
し
て
、
平
成

22
年
８
月
２
日
に
紀
北
町
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
で
裁
判
の
経
緯
や
町
の
主

張
な
ど
を
住
民
の
方
々
に
見
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

と
あ
わ
せ
、
訴
訟
代
理
人
で
あ
る

弁
護
士
の
方
々
と
も
十
分
協
議
を

重
ね
な
が
ら
、
勝
訴
に
向
け
最
善

を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

む
す
び

　

以
上
、
紀
北
町
第
１
次
総
合
計

画
の
基
本
目
標
に
基
づ
き
、
重
点

的
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

し
た
。
そ
の
他
に
も
関
係
各
位
の

皆
さ
ま
か
ら
た
く
さ
ん
の
要
望
が

あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
充
分
配
慮
し
な
が
ら
「
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る

こ
と
」
を
念
頭
に
置
き
、
町
政
の

推
進
に
最
善
の
努
力
を
し
、
こ
の

町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

常
に
町
民
の
皆
さ
ま
の
視
点
に

立
ち
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
と
願

い
を
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
所

存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
、
議
員

の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

７
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環
境
管
理
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

環
境
管
理
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

環
境
管
理
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

紀
北
町
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
知

ら
せ

　

紀
北
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
、
住
民
の
皆
様
に
安
心
し
て
生

活
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
施
設
の

維
持
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
事
業
と
し
て
、

貯
留
層
の
防
食
補
修
工
事
を
予
定

し
て
お
り
、左
記
工
事
期
間
中
は
、 

施
設
を
止
め
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
し
尿
の
汲
み
取
り
に
つ

き
ま
し
て
は
、施
設
を
止
め
る
期
間

が
長
い
た
め
、事
前
に
汲
み
取
り
業

者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

工
事
期
間

４
月
28
日（
木
）

　
　
　
　

〜
５
月
15
日（
日
）

　

な
お
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
環
境
管
理
課
廃
棄
物
対
策
係

℡（
32
）３
９
１
１

紀
北
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

℡（
49
）３
６
４
４

　

浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
様
へ

水
質
保
全
と
快
適
な
生
活
に

役
立
つ
浄
化
槽

　

浄
化
槽（
合
併
処
理
浄
化
槽
）は
、
ト
イ

レ
や
台
所
、
洗
濯
、
風
呂
な
ど
の
汚
水
を
、

微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
き
れ
い
に
す

る
施
設
で
す
。微
生
物
が
活
躍
し
や
す
い

環
境
を
保
つ
よ
う
に
維
持
管
理
を
行
う
こ

と
が
大
切
で
、保
守
点
検
、清
掃
、法
定
検

査
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
浄
化
槽

法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

微
生
物
が
活
躍
し
や
す
い
環
境
を
維
持

し
、
使
っ
た
水
を
き
れ
い
に
し
て
か
ら
川

や
海
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。

　

浄
化
槽
の
機
能
を
良
好
な
状
態
で
維
持

で
き
る
よ
う
に
、
汚
泥（
微
生
物
）や
機
器

の
点
検
、調
整
な
ど
を
行
い
ま
す（
家
庭
用

で
は
年
３
〜
４
回
）。浄
化
槽
保
守
点
検
業

の
登
録
業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

浄
化
槽
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る

た
め
、
槽
内
に
た
ま
っ
た
汚
泥
な
ど
の
引

き
出
し
及
び
機
器
類
の
洗
浄
な
ど
を
行
う

作
業
で
す
。

　

町
の
許
可
を
受
け
た
浄
化
槽
清
掃
業
者

に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

保
守
点
検

清
　
掃

浄
化
槽
は
維
持
管
理
が

大
切
で
す

　

保
守
点
検
・
清
掃
が
適
切
に
実
施
さ
れ
、

浄
化
槽
の
機
能
が
正
常
に
維
持
さ
れ
て
い

る
か
否
か
を
総
合
的
に
判
断
す
る
た
め
の

検
査
で
す
。浄
化
槽
法
で
は
年
に
１
回
受

け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。受
検
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
知
事
か
ら
指
導
・
助
言

や
勧
告
、命
令
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
、命

令
に
従
わ
な
け
れ
ば
過
料
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。

法
定
検
査
の
申
し
込
み

（
社
）三
重
県
水
質
保
全
協
会

℡
０
５
９（
２
２
６
）０
０
１
０

浄
化
槽
法
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

三
重
県
尾
鷲
農
林
水
産
商
工
環
境
事
務
所

℡（
23
）３
４
６
９

本
庁
環
境
管
理
課
環
境
管
理
係

℡（
32
）３
９
１
１

法
定
検
査
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左
表
の
日
程
で
集
合
注
射
を
実

施
い
た
し
ま
す
の
で
、送
付
さ
れ
た

ハ
ガ
キ
を
持
参
の
う
え
、会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。都
合
に
よ
り
集
合

注
射
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
つ

い
て
は
、６
月
末
ま
で
に
動
物
病
院

で「
注
射
」を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
犬
を
飼
わ
れ
た
方
、ま
た

は
、犬
と
一
緒
に
紀
北
町
へ
転
入
さ

れ
た
方
は
、「
登
録
」
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。な
お
、
犬
が
死

亡
し
た
場
合
や
、飼
っ
て
い
な
い
の

に
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
場
合
は
本
庁

環
境
管
理
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
注
射
料
金
」　
　
３
，２
０
０
円

「
登
録
手
数
料
」　
３
，０
０
０
円

（
注
射
実
施
日
１
週
間
前
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
方
は
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。）

☆
狂
犬
病
予
防
注
射
は
必
ず
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

犬
を
飼
う
と
き
は
次
の
こ
と
に
注

意
し
、周
り
に
危
害
や
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
咬
み
癖
、無
駄
吠
え
な
ど
の
問
題
行

動
を
し
な
い
よ
う
に
、適
切
な
し
つ
け

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

最
近
、飼
い
主
の
モ
ラ
ル
低
下
に
よ

る
保
健
所
や
役
場
へ
の
苦
情
が
増
加

し
て
い
ま
す
。人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

こ
と
は
飼
い
主
と
し
て
当
た
り
前
の

義
務
で
す
。

○
繁
殖
を
望
ま
な
い
と
き
は
、
不
妊
・

去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

病
気
の
予
防
や
、問
題
行
動
の
予
防

に
も
な
り
ま
す
。

○
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

柵
な
ど
で
囲
ま
れ
た
飼
い
主
の
敷
地

内
、室
内
な
ど
、人
に
危
害
や
迷
惑
を
か

け
な
い
と
こ
ろ
は
除
き
ま
す
。た
だ
し
、

人
の
通
路
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
と
こ

ろ
で
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
犬
を
散
歩
す
る
と
き
は
綱
な
ど
で

つ
な
ぎ
、犬
を
制
御
で
き
る
人
が
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

綱
な
ど
は
１
ｍ
く
ら
い
で
や
や
ゆ

る
め
に
も
ち
、飼
い
主
が
犬
の
前
も
し

く
は
横
を
歩
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
公
園
、
道
路
で
フ
ン
を
し
た
ら
、
す

ぐ
に
「
ビ
ニ
ー
ル
袋
」
な
ど
で
フ
ン
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

　

家
で
フ
ン
を
さ
せ
て
か
ら
散
歩
す

る
と
、散
歩
中
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
が
な

く
な
り
ま
す
。犬
の
フ
ン
は
し
っ
か
り

袋
に
つ
め
て
臭
気
な
ど
が
漏
れ
な
い

よ
う
に
し
、燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
し

ま
し
ょ
う
。

○
犬
が
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
、新

し
い
飼
い
主
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

○
万
が
一
、犬
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た
ら

す
ぐ
に
保
健
所
、
警
察
、
本
庁
環
境
管

理
課
及
び
紀
伊
長
島
総
合
支
所
福
祉

環
境
室
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

首
輪
に
鑑
札
（
登
録
時
に
交
付
）
な

ど
を
つ
け
て
お
く
と
、飼
い
主
が
早
く

見
つ
か
り
ま
す
。

※

登
録
手
続
き
及
び
飼
い
主
変
更
の

ご
連
絡
は
、本
庁
環
境
管
理
課
ま
た
は

紀
伊
長
島
総
合
支
所
福
祉
環
境
室
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ

本
庁
環
境
管
理
課
環
境
管
理
係

℡（
32
）３
９
１
１

紀
伊
長
島
総
合
支
所
福
祉
環
境
室
環

境
管
理
係

℡（
47
）１
１
１
１

三
重
県
尾
鷲
保
健
福
祉
事
務
所（
尾
鷲

保
健
所
）

℡（
23
）３
４
６
１

島勝漁村センター前 
白浦集会所前 
矢口浦集会所前 
長浜集会所前 
引本公民館前 
小山浦区民会館前 
便ノ山多目的集会施設前
相賀コミュニティセンター駐車場 
汐見集会所前 
海山体育館前（役場前） 
船津集会所前 
新田多目的集会施設前 
上里福祉会館前 
馬瀬多目的集会施設前 
中ノ島会館前 
海野コミュニティセンター前 
古里自然休養村センター前 
道瀬公民館前 
三浦公民館前
中原多目的集会施設前 
此ヶ野集会所前 

田中研磨加工所前
（旧農協十須支店前） 

大原公民館前 
役場赤羽出張所前 
志子農村婦人の家前 
旧農協志子支店前 
田山集会所前 
東長島公民館前 
出垣内会館　　 

紀伊長島体育館前
（紀伊長島総合支所前） 

山本会館前 
片上集会所前 
名倉集会所前 
呼崎集会所前 
中州区民館前 
多目的会館前

  9:30 ～   9:40
  9:50 ～ 10:00
10:10 ～ 10:50
11:10 ～ 11:20
11:30 ～ 11:45
13:30 ～ 13:40
13:50 ～ 14:00
14:10 ～ 14:30
14:40 ～ 15:00
15:10 ～ 15:40
  9:30 ～   9:50
10:00 ～ 10:15
10:35 ～ 11:00
11:10 ～ 11:25
13:30 ～ 13:55
14:05 ～ 14:20
14:30 ～ 14:40
14:50 ～ 15:00
15:10 ～ 15:30
  9:30 ～   9:35
  9:40 ～   9:45

  9:50 ～   9:55

10:05 ～ 10:10
10:20 ～ 10:30
10:40 ～ 10:55
11:00 ～ 11:10
11:15 ～ 11:25
11:35 ～ 12:05
13:30 ～ 14:00

14:10 ～ 14:50

  9:30 ～   9:50
10:00 ～ 10:20
10:30 ～ 10:40
10:45 ～ 11:05
11:10 ～ 11:20
11:30 ～ 11:55

第1日目
 4月11日（月）

第2日目
 4月12日（火）

第3日目
 4月14日（木） 

第4日目
 4月15日（金）

海
　
山
　
区

紀 

伊 

長 

島 

区

平成 23年度　畜犬登録・狂犬病予防注射日程 

◎
犬
の
適
正
飼
養
に
つ
い
て

◎
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の

お
知
ら
せ

犬
を
飼
っ
て
い
る

皆
様
へ
の

お
知
ら
せ
と
お
願
い
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きほくスリム倶楽部

　健康的にダイエットしたい方を対象に昨年度実施しました「健康かんたんダイエット教室」を
装いを新たに開催します。
　今年度は、指導者・内容により開催時期を 3 期に分けて短期集中的に実施いたしますので、「こ
れだ！」と思う教室がありましたら、奮ってご参加ください。

■参加料　150 円（傷害保険料として）
■申し込み　本庁福祉保健課地域保健係（老人福祉センター内）または紀伊長島総合支所住民室
　へ 4 月 20 日（水）までに住所・氏名・生年月日・電話番号を明記し、参加料を添えてお申し込
　みください。
　※事前に保険加入しますので、申し込み後キャンセルされても参加料はお戻しできません。
■次回予告　2学期は、1学期と同じ指導者・内容で、会場を入れ替えて開催します。
■問い合わせ　本庁福祉保健課　℡32-3912

■開催時期と主な内容

■今回の募集は、１学期（5月～ 7月実施）です。

開催時期 主な内容 募集時期

１ 学 期 5月～   7月（月1回の計3回開催） 健康運動指導士による運動指導   4 月

２ 学 期 8月～10月（月1回の計3回開催） 健康運動指導士による運動指導   7 月

３ 学 期 11月～ 1月（月1回の計3回開催） 保 健 師・栄 養 士 に よ る 指 導 10 月

ま と め 2月（1回のみ開催） 平岡令孝氏の講演及び指導   1 月

海山区会場 紀伊長島区会場

場 　 所 海山体育館 東長島公民館

指 導 者 家崎仁成氏（健康運動指導士） 竹内みほ子氏（健康運動指導士）

内 　 容 ウエスト＆ヒップの集中シェイプ
アップ・エクササイズ

小さいバランスボールを使って、筋力
アップと気になる所の引き締め運動

・運動ができる服装及び上履き靴
・水分補給用ドリンク
・ヨガマット（持参可能な方）

・運動ができる服装
・水分補給用ドリンク
・ヨガマット（持参可能な方）

準 備 物

注意事項
「腕立て伏せ」、「腹筋」のような
運動が含まれます

第１回 5 月 26 日（木） 5 月 25 日（水）

6 月 23 日（木） 6 月 22 日（水）

7 月 28 日（木） 7 月 27 日（水）

午 後 1 時 30 分 ～ 3 時午 後 １ 時 30 分 ～ 3 時

第２回

第３回

時 間

開
催
日
時

参加者募集！！
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世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は非課税で前年
の合計所得金額＋課税年金収入額が 80 万円以下の方

世帯全員が町民税非課税であって、本人の前年の合計所得金額
＋課税年金収入額が 80 万円以下の方

世帯全員が町民税非課税であって、第 1段階・第 2段階以外の
方

所 得 段 階 介護保険料年額所 得 等 の 条 件

生活保護受給者または老齢福祉年金受給者であって、世帯全員
が町民税非課税の方

第 １ 段 階 2 4 , 9 8 8 円

第 ２ 段 階 2 4 , 9 8 8 円

第 ３ 段 階 3 7 , 4 8 2 円

世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人は非課税で第 4
段階以外の方

第 ４ 段 階 4 1 , 4 8 0 円

第 ５ 段 階 4 9 , 9 7 5 円

本人が町民税課税で、前年の合計所得が 200 万円未満の方第 ６ 段 階 6 2 , 4 6 9 円

本人が町民税課税で、前年の合計所得が 200 万円以上の方第 ７ 段 階 7 4 , 9 6 3 円

※平成 21 年度の介護報酬改正に伴い、被保険者の保険料上昇分を抑制する措置として介護従
事者処遇改善臨時特例交付金を平成 21 年度から平成 23 年度の介護保険料に充て軽減されて
います。（軽減後の保険料が上記となります）

◇ 介護保険料の納付 ◇    
（1）年金からの天引き ( 特別徴収 )
　老齢・退職年金等で、年額 18 万円以上ある方は、年 6回年金から介護保険料が天引きされます。
　4月、6月分及び 8月分の介護保険料は仮徴収 ( 前年度 2月分と同額 ) となっていますので、10 月分以降
の介護保険料は年額との差額を調整した金額になります。
（2）納付書による納付 ( 普通徴収 ) 
　年金から天引きできない場合は、紀北広域連合から送られる納付書によって、金融機関等で介護保険料を
個別に納めていただきます。また、口座振替で納付することもできますのでご活用ください。
《口座振替について》
○申し込み
　金融機関・郵便局、または役場、広域連合の窓口に口座振替依頼書があります。
○必要なもの
　引き落としを希望する口座の通帳、その通帳の印鑑
○取り扱い金融機関
・第三銀行・紀北信用金庫・百五銀行・中京銀行
・伊勢農業協同組合・東海労働金庫・三重県信用漁業協同組合
・三重県、愛知県、岐阜県及び静岡県内のゆうちょ銀行または郵便局
問い合わせ　紀北広域連合　℡35-0888

◇ 65 歳以上の方 ( 第 1号被保険者 ) の介護保険料 ◇

紀北広域連合から平成 23年度の介護保険料についてのお知らせ
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「東海地震に関連する情報」について
　東海地震は、予知の可能性のある唯一の地震です。
　気象庁では、東海地域に設置している観測機器のデータを常時監視しており、通常とは異なる変化が観測
された場合、東海地震に関連する情報を「東海地震観測情報」、「東海地震注意情報」、「東海地震予知情報」
の３つの区分で発表することとしています。
　平成 21 年８月の駿河湾の地震の際、「東海地震観測情報」が発表されましたが、東海地震が発生したとき
の情報と誤解されるなど問題があったことから、「東海地震に関連する調査情報」に変更されることになり
ました。
　名称変更に伴う防災対応は、従来と変わりありません。

今回の変更点について
①現在の「東海地震観測情報」は、「東海地震に関連する調査情報（臨時）」となります。
②加えて、住民の方々が平時からこの名称の情報に接する機会を増やすことが重要であるという観点から、
最近の地震活動に関する評価結果が「東海地震に関連する調査情報（定例）」として、毎月発表されます。

問い合わせ
気象庁地震火山部地震予知情報課　℡03-3212-8341（内線 4723）
津地方気象台防災業務課　　　　　℡059-228-6818

「東海地震に関連する情報」の名称の一部が変更されました

気象庁が発表する「東海地震に関連する情報」

東海地震
予知情報

東海地震が発生するおそ
れがあると認められ、「警
戒宣言」が発せられた場
合に発表される情報

（カラーレベル  赤）

東海地震
に関連する
調査情報

東海地震に関連する現象
について調査が行われた
場合に発表される情報

（カラーレベル  青）

東海地震
注意情報

観測された現象が東海地
震の前兆現象である可能
性が高まった場合に発表
される情報

（カラーレベル  黄）

「警戒宣言」に伴って発表
●警戒宣言が発せられると
　○地震災害警戒本部が設置されます
　○津波や崖崩れの危険地域からの住民避難や交通規制の実施、百
　　貨店などの営業中止などの対策が実施されます

住民の方は、テレビ・ラジオなどの情報に注意し、東海地震
の発生に十分警戒して、「警戒宣言」および自治体などの防
災計画に従って行動してください

住民の方は、テレビ・ラジオなどの情報に注意し、政府や自
治体などからの呼びかけや、自治体などの防災計画に従っ
て行動してください

住民の方は、テレビ・ラジオなどの最新の情報に注意して、
平常通りお過ごしください

東海地震の前兆現象である可能性が高まった場合に発表
●東海地震に対処するため、以下のような防災の「準備行動」
　がとられます
　○必要に応じ、児童・生徒の帰宅などの
　　安全確保対策が行われます
　○救助部隊、救急部隊、消火部隊、
　　医療関係者などの派遣準備が行われます

観測データに通常とは異なる変化が観測された場合、その
変化の原因についての調査の状況を発表
●防災対応は特にありません
●国や自治体などでは情報収集連絡体制がとられます

毎月の定例の判定会で評価した調査結果を発表

●防災対応は特にありません

日頃から、東海地震への備えをしておくことが大切です

臨
　
時

定
　
例

情報名 主な防災対応等

こ
の
部
分
が
変
更
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　一定の障がいをお持ちの方が利用する軽自動車（軽自動車、原動機付自転車など）については、申請によ
り税が減免される場合があります。 
　ただし、減免を受けようとする年の４月１日現在において身体障害者手帳などの交付を受けている必要が
あります。また、減免を受けることができるのは、身体に障がいを持つ方一人について自動車税（県税）お
よび軽自動車税（町税）を通じて１台です。したがって、普通自動車などで自動車税の減免を受ける方は、
軽自動車税では減免を受けることができません。

・軽自動車の名義
　減免を受けようとする軽自動車の名義が身体に障がいを持つ方の名義となっている必要があります。ただ
し、障がいを持つ方が未成年である場合と知的障がい、または精神障がいを持つ方の場合は、身体障害者手
帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳に記載された保護者の名義となっている必要があります。
・減免対象となる軽自動車の条件
　本人運転の場合は特に制限はありません。
家族運転の場合は、身体に障がいを持つ方と生計を一にする方が身体に障がいを持つ方のために軽自動車を
使用していることが条件で、専ら身体に障がいを持つ方の通勤、通学、通院または生業などのために月４回
以上使用されている必要があります。
　介護者運転の場合は、身体に障がいを持つ方のみで構成される世帯の方を常時介護する方が、身体に障が
いを持つ方のために軽自動車を使用することが条件で、週３回以上かつ１年以上にわたって継続的に使用し
ている必要があります。

【問い合わせ】　本庁税務課課税係　℡32-3908

身体に障がいを持つ方が利用する軽自動車税の減免

減免が受けられる軽自動車の範囲

① 減免申請書（役場で配布しています）
② 身体障害者手帳、戦傷病者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳など
③ 印鑑（認印でも可）
④ 運転免許証
⑤ 車検証
⑥ 使用目的の証明書（通院証明書など）
※本人運転の場合は、⑥の書類は不要です。
※前年度も減免を受けている方で、前年の状況と同じ場合には②④⑤の書類は不要です。

申請の時に持参するもの

障がいの区分 本人運転

１級～４級

２級・３級

３級

３級

１級・２級

家族・介護者運転

１級～６級 １級～３級

１級～６級 １級～３級

１級・２級

視覚障がい

聴覚障がい

平衡機能障がい

喉頭摘出による音声機能障がい

上肢機能障がい

下肢機能障がい

運動機能
障がい

対象となる障がいの程度

申請期間

上肢機能

移動機能

体幹機能障がい １級～５級

１級・３級

１級～３級

１級～３級

１級～３級

－
（家族運転のみのため該当無）

－
（家族運転のみのため該当無）

Ａ（重度・最重度）

１級

心臓・腎臓・呼吸器機能・
膀胱・直腸・
小腸機能障がい

ヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫機能障がい

知的障がい（療育手帳の
交付を受けている人）

精神障がい（精神障害者保健福
祉手帳の交付を受けている人）

肝臓機能障がい

　４月１日（金）～４月２５日（月）

※戦傷病者手帳の交付を受けている方の障がいの程度につきましてはお問い合わせください。
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農業者戸別所得補償制度の本格実施について
　この制度は、販売価格が生産費を恒常的に下回っている作物を対象に、その差額を交付し、経営の安
定と生産力の確保を図り、もって食料自給率の向上と農業の多面的機能の維持を目的としています。
　なお、東紀州農業共済の営農計画書（細目書）を確認書類として使用いたしますので、共済への提出
の際には面積、品目名、水稲以外については販売用・自家用などを正確に記入いただくようお願いします。
申請書については伊勢農協、紀北町地域水田農業推進協議会より配布、送付させていただきます。

三重農政事務所　　　　℡0598-52-1511　　
本庁農林水産課農政係　℡32-3916

　自給率向上のための環境整備を図るために、米の生産数量目標に従って生産する販売農家・集
落営農の皆様に対して、主食用米の作付面積 10 アール当たり１万５千円を定額交付します。米の
価格が下落した場合には、追加の補てんも行います。

「生産数量目標」の範囲内で主食用米の生産を行った販売農家・集落営農のうち、水稲共済加入者
または平成２２年度の出荷・販売実績のある方

定額部分
（10 アール当たり）

１万５千円
（恒常的なコスト割れ相当分の助成）

※調整水田などの不作付地が水田経営面積にある場合は、不作付地となっている水田の地番・面積・
改善計画などを紀北町に提出し、認定を受ける必要があります。（昨年提出した土地については不要）

　※生産数量目標とは、主食用水稲を作付できる数量とその換算面積。地域協議会または農協が各農家に配分し、通知します。

※戦略作物とは麦、大豆、飼料作物、米粉用・飼料用・バイオ燃料用米、稲発酵粗飼料用稲、そば、なたね、加工用米を言います。

交付対象者

主食用米の作付面積から、自家飯米・縁故米用に供される分として一律 10アールを差し引いた面積

交付対象面積

変動部分
（10 アール当たり）

平成２３年産の全国の平均販売価格が、標準的な販売価格を下回った場合
にその差額を基に算定（平成 24 年 5 月以降支払予定）

交付単価（全国一律）

米の所得補償交付金

　食料自給率向上に向けて、水田で麦・大豆・米粉用米・飼料用米などを生産する販売農家・集
落営農の皆様に、主食用米と同等の所得を確保できる水準の支援を行います。

「販売目的」で対象作物の生産を行う販売農家・集落営農

※「捨て作り」には交付されません。実需者との出荷販売契約や収穫、出荷を行うことが必要です。
※不作付地（自己保全管理、調整水田など）には交付されません。

交付対象者

　麦、大豆、飼料作物 　３５，０００円
　米粉用米・飼料用米・WCS 用稲 　８０，０００円
　そば、なたね、加工用米 　２０，０００円
　二毛作助成（主食用米と戦略作物または戦略作物同士の組み合わせ） 　１５，０００円
　その他作物（野菜・景観形成作物・地力増進作物など）
　（※品目・単価は水田協単位で設定され、近いうちに具体化する予定です。）

調整中

交付単価（全国一律）

水田活用の所得補償交付金

　作　物 　単価（10 アール当たり）

詳しい内容、相談、その他問い合わせ　

「配布、送付は、５月上旬を予定しています。」



　長島地内の７組が、檜の用材を曳いて組ごとに伝え
られる歌を歌いながら町中を練り歩き、神社に奉曳し
ます。
　長島の町中が飾り付けられ、前夜祭から当日までに
ぎやかな雰囲気に包まれます。

　３月１１日発生の東北・三陸沖を震源とする巨
大地震により東北関東地方で甚大な被害が出てい
ます。このような状況を受け、被災地の復興に役
立てていただこうと下記の窓口で義援金を募集し
ています。町民の皆様方のご協力をよろしくお願
いします。
　なお、義援金は紀北町社会福祉協議会を通じて
被災地へお届けします。

　また、「きーほくん募
金」として町内各所で
きーほくんが募金活動
に訪れますので、皆様の
ご協力をよろしくお願
いします。

問い合わせ
本庁総務課　　　　　　　　　　℡32-3901
紀北町社会福祉協議会本所　　　℡47-0725
紀北町社会福祉協議会海山支所　℡32-3355

◎紀伊長島区
・紀伊長島総合支所住民室　
・保健センター　　　　　　　　　　　
・紀北町社会福祉協議会本所　　
・各出張所（三野瀬・赤羽）

◎海山区
・紀北町役場本庁住民課
・紀北町社会福祉協議会海山支所
  （老人福祉センター内）
・各出張所（船津・引本・桂城）

●5月 3日 ( 火 ) 前夜祭
　昭和の縁日
時　間　午前 10 時～午後 2時
　　　　( チケット販売　午前 9時 30 分～ )
場　所　長島神社境内
内　容　遊　び
　　　　マンボDEピョン・ダーツ・射的・かたぬき・
　　　　ヨーヨー・わなげ・スーパーボールすくい
　　　　食べ物　
　　　　もんじゃき・から揚げ・フライドポテト・
　　　　わたがし・ラムネ・フランクフルト・かき氷

料　金　えんにち券１枚 50 円

　　　　（えんにち券１～３枚で遊べます）

●5月 4日 ( 水 )　第一日目
　御木曳行事（町内～神社）
・一番組　宮本組　　午前  8  時～午後 4時
・二番組　新町組　　午前10時～午後 4時 40 分
・三番組　横町組　　午前  8  時～午後 5時 20 分
・四番組　中之島組　午前  8  時～午後 6時
●5月 5日 ( 木 )　第二日目
　御木曳行事
・五番組　本町組　　午前  8  時～午後  4  時 40 分（町内～神社）
・六番組　千歳組　　午前  8  時～午後  5  時 20 分（町内～神社）
・七番組　松本組　　午前  8  時～午後  6  時 　　  （町内～神社）
・返　り　新町組　　午前  8  時～10時 　       　  （神社～町内）

長島神社御造営御木曳行事

広報きほく2011年4月号15

長島神社において、２０年に一度行われる
「長島神社御造営御木曳行事」が開催されます。

平成 23年

東北地方太平洋沖地震災害に対する義援金の受付について

設置場所

みんなで力を
合わせよう！！

問い合わせ　本庁商工観光課観光係　℡32-3905　 問い合わせ　紀北町観光協会　℡46-3555

※20 年に一度しか行われない貴重な行事です。
　お誘い合わせのうえぜひお越しください。
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み
ん
な
の
宝
も
の

銚
子
川
を
日
本
一
の
川
に
し
た
い
！

〜
き
い
て
、
み
て
、
み
ん
な
で
考

え
よ
う
〜

　

昨
年
10
月
２
日
、
当
町
で
開
催

さ
れ
た「
銚
子
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
き
っ
か
け
に
、
地
域
の
誇
る
清

流｢

銚
子
川｣

へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

銚
子
川
流
域
を
中
心
に
、
自
然

豊
か
な
水
辺
づ
く
り
に
関
心
の
あ

る
グ
ル
ー
プ
、
個
人
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
、
生
き
物
が
棲
み
や
す
い

自
然
豊
か
な
水
辺
づ
く
り
の
講
演

や
、
意
見
交
換
を
通
し
て
、
人
と

自
然
の
関
わ
り
方
を
考
え
、
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
む
新
た
な
交
流

･

連
携
の
場
と
し
ま
す
。

日
時　

４
月
22
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
５
時
30
分

内
容
及
び
場
所
（
３
部
構
成
）

１
部　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

海
山
公
民
館
研
修
室

基
調
講
演　

講
師　

福
留
脩
文
氏

（（
株
）
西
日
本
科
学
技
術
研
究
所

代
表
取
締
役
）

演
題　

「
自
然
環
境
豊
か
な
水
辺
づ
く
り
」

２
部　

午
後
３
時
30
分
〜
４
時　

現
地
研
修　

銚
子
川
中
流
域

３
部　

午
後
４
時
15
分
〜
午
後
５

時
30
分

拡
大
座
談
会  

種
ま
き
権
兵
衛
の
里

テ
ー
マ

「
銚
子
川
を
み
ん
な
で
日
本
一
の

川
に
し
よ
う
」

主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
企

画
舎
、「
美
し
国
お
こ
し
・
三
重
」

実
行
委
員
会

共
催　

紀
北
町
、
尾
鷲
市
、
三
重

県申
込
締
切
　
４
月
14
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
企
画
舎　

℡ （
33
）
０
０
７
７

　

 （
32
）
３
８
０
０　

「
美
し
国
お
こ
し
・
三
重
」
実
行

委
員
会
尾
鷲
駐
在

℡ （
23
）
３
４
０
９

　

 （
23
）
２
１
３
０

　

紀
北
町
で
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
津
放
送

局
と
の
共
催
で
ラ
ジ
オ
第
１
放
送

「
真
打
ち
競
演
」
の
公
開
録
音
を

行
い
ま
す
。
こ
の
番
組
で
は
、
漫

才
・
漫
談
・
落
語
か
ら
、
そ
の
道

の
芸
を
極
め
た
選
り
す
ぐ
り
の
出

演
者
が
、
珠
玉
の
話
芸
を
お
届
け

し
ま
す
。
観
覧
を
ご
希
望
の
方
は

次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

日
時　

５
月
14
日 （
土
）

　
　
　

開
場
：
午
後
５
時
30
分　

　
　
　

開
演
：
午
後
６
時　

終
演
予
定
：
午
後
８
時
15
分

会
場　

紀
北
町
立
海
山
公
民
館

主
催　

紀
北
町
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
津
放
送

局出
演　

大
空
遊
平
・
か
ほ
り
（
漫
才
）

堺 

す
す
む
（
ギ
タ
ー
漫
談
）

桂 

平
治
（
落
語
）

昭
和
の
い
る
・
こ
い
る
（
漫
才
）

ぺ
ぺ
桜
井
（
ギ
タ
ー
漫
談
）

三
遊
亭 

歌
司
（
落
語
）

計
６
組

司
会　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
津
放
送
局
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

申
込
方
法　

入
場
無
料
で
す
が
、
事
前
の
お
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

郵
便
往
復
は
が
き
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
往
信
表
面
】

〒
５
１
４　

８
５
３
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
津
放
送
局「
真
打
ち
競
演
」

係【往
信
裏
面
】

①
郵
便
番
号

②
住
所

③
名
前

④
電
話
番
号

【
返
信
表
面
】

①
郵
便
番
号

②
住
所

③
名
前

【
返
信
裏
面
】

何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
抽
選
結
果
を
印
刷
し
ま
す
。）

【
締
め
切
り
】

４
月
25
日
（
月
）
必
着

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
う

え
、
１
枚
に
つ
き
お
２
人
ま
で
入

場
で
き
る
整
理
券
を
お
送
り
し
ま

す
。

※

満
１
歳
以
上
の
お
子
様
か
ら
整

理
券
が
必
要
で
す
。

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
な
ど
で
の
売
買
を
目
的
と
し
た

お
申
し
込
み
は
固
く
禁
じ
ま
す
。

※

ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情

報
は
、
抽
選
結
果
の
ご
連
絡
の
ほ

か
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
の
受
信
料
の
お

願
い
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

放
送
予
定　

未
定

問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
津
放
送
局

℡
０
５
９
（
２
２
９
）
３
０
１
２ 

（
平
日　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
）

　

現
在
、
空
前
の
地
域
ブ
ー
ム
が

起
こ
っ
て
お
り
、
各
メ
デ
ィ
ア
で

は
Ｂ
級
グ
ル
メ
、
郷
土
料
理
な
ど

地
域
の
特
産
品
が
紹
介
さ
れ
、
百

貨
店
な
ど
で
は
地
域
物
産
展
が
開

催
さ
れ
て
、
連
日
賑
わ
い
を
見
せ

て
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

紀
北
町
も
町
民
の
皆
さ
ん
で
、

「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
に
関
心
・
興

味
の
あ
る
方
に
、
勉
強
会
、
研
修
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
民
間
主
導
で
進
め

て
い
け
る
よ
う
支
援
を
考
え
て
い

ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
参
画
い
た

だ
け
る
元
気
な
方
々
を
大
募
集
し

ま
す
の
で
、
左
記
要
領
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
！

対
象　

ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
地
域
お

こ
し
に
関
心
の
あ
る
方

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
（
所
属
）、
関
心
事
項
（
Ｂ

級
グ
ル
メ
、
生
産
物
・
商
品
な
ど

の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
地
域
活
性
な
ど

な
ど
）
を
左
記
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切　
　

５
月
６
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ･

申
し
込
み　

本
庁
商
工
観
光
課
商
工
係

℡（
32
）
３
９
０
５

　
（
32
）
３
１
７
２

 
「 
美
し
国
お
こ
し
・

 

三
重
」
銚
子
川
流
域

 

拡
大
座
談
会

 

紀
北
町
立
海
山
公
民

 

館
開
館
25
周
年
記
念

  

「
真
打
ち
競
演
」
公

 

開
録
音
の
実
施
に
つ

 

い
て

 

地
域
ブ
ラ
ン
ド
、
地

 

域
お
こ
し
に
興
味
の

 

あ
る
方
大
募
集
！

う
ま

う
ま

う
ま

‐



町民センター図書室から

「謎解きはディナーの
あとで」/東川篤哉

「るるちゃんのがっこ
う」/すどうめぐみ

「ブップーバス」/とよたかずひこ
「ちことゆうのおだんごやさん」
　　　　　　　　　/まつしたさゆり
「白いおばけのスー　親子で学ぶ防犯
絵本」/HILOKO
「ヒックとドラゴン②深海の秘宝」
　　　　　   /クレシッダ･コーウェル
「ヒックとドラゴン③天牢の女海賊」
　　　　　   /クレシッダ･コーウェル
「忙しいパパのための子育てハッピー
アドバイス」/明橋大二
「こぶたのブルトン　はるはおはな
み」/中川ひろたか
「もりのあかちゃん」
　　　　　   　　　  /いわむらかずお
「残さず食べちゃう　毎日つくる園児
のおべんとう」/渡辺あきこ

※借りた本は必ず返してください。
☆あかちゃんの時からお母さんの膝
で絵本を！

児童図書館から

新刊案内「図書名」/著者名

「お徳用　愛子の詰め
合わせ」/佐藤愛子

多目的会館図書室から

図書館だより図書館だより （４月の新刊案内）

「きことわ」/朝吹真理子
「ひそやかな花園」/角田光代
「漂砂のうたう」/木内昇
「日本犬好きの取扱説明書」
　　　　　　　　　   /ｊａｍａｉｎｕ
「あの頃の誰か」/東野圭吾
「ウォールデン　森の生活」
/ヘンリー・Ｄ・ソロー著　今泉吉晴訳
「乙女の日本史　文学編」
　　　　　　  /堀江宏樹　滝乃みわこ
「おくまの　2011.1 ＶＯＬ.１」
　　　　　　　　  /みえ熊野学研究会
「だいこん」/山本一力
〈名探偵夢水清志郎事件ノートシリー
ズ〉
「ギヤマン壺の謎　名探偵夢水清志郎
事件ノート外伝　大江戸編　上巻」
「徳利長屋の怪　名探偵夢水清志郎事
件ノート外伝　大江戸編　下巻」
　　　　　　　　　  /はやみねかおる

※延滞されている方は至急ご返却くだ
さい。

【一般図書】
「月と蟹」/道尾秀介
「苦役列車」/西村賢太
「デフレの正体」/藻谷浩介
「小沢革命政権で日本を救え」
　　　　　　　   / 副島隆彦　佐藤優
「子育てハッピーアドバイス　大好
き！が伝わるほめ方・叱り方」　　
　　　　　　　　　　　   / 明橋大二
「子育てのツボ」/水谷修
【児童図書】
「おりがみランド！」/金杉登喜子
「あやとりランド！」/渡部協子
「アルプスの少女ハイジ」
　　　   / ヨハンナ・スピリ　高畑勲
「ラヴ・ユーフォーエバー」
　　　　　   　　   / ロバート･マンチ
「おばあちゃんのたんじょうび」
　　  　　　　   　　   / いもとようこ
「ティモシーとサラ　てづくりケー
キコンテスト」/芭蕉みどり
「だじゃれ日本一周」/長谷川義史

※延滞されている方は、至急返却お
願いします。
※4月 21日（木）は、図書整理のた
め休室させていただきます。

新刊案内「図書名」/著者名 新刊案内「図書名」/著者名
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道
路
・
河
川
・
公
園
等
美
化

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
の

お
し
ら
せ

　

建
設
課
で
は
、
町
が
管
理
し
て
い
る

道
路
・
河
川
・
公
園
な
ど
の
美
化
を
目

的
と
す
る
草
刈
り
や
清
掃
な
ど
地
域
の

皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
支
援

を
行
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
活
動
及
び
団
体

　

自
治
会
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
り

構
成
さ
れ
た
団
体
が
建
設
課
管
理
の
道

路
（
町
道
）・
河
川
・
公
園
な
ど
に
お

い
て
自
主
的
に
行
う
草
刈
り
、
清
掃
な

ど
の
活
動

支
援
内
容

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
て
、
作

業
に
必
要
な
物
品
の
提
供
を
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

４
月
１
日
（
金
）
〜
28
日
（
木
）

申
し
込
み
方
法

　

本
庁
建
設
課
及
び
紀
伊
長
島
総
合
支

所
産
業
建
設
室
に
て
配
布
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
建
設
課
管
理
係

℡（
32
）
３
９
１
０

紀
伊
長
島
総
合
支
所
産
業
建
設
室
土
木

係　℡（
47
）
１
１
１
１
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２/27 ガーデニング教室

　3 月 19 日、海山体育館でガーデニング教室が開催さ
れました。
　女性会議「きほく」の地域の環境美化活動の一環と
して行われたこの教室には、町内から約 60 人が参加し、
グリーンアドバイザーの垣内光代さんの説明に耳を傾
けながら、ダリア、ブルーデージー、ペチュニアなど
この季節の花 6 種類を使った寄せ植えづくりを楽しみ
ました。

町内の小・中学校で卒業式

　3 月 8 日、18 日に町内の小・中学校で卒業式が行わ
れました。
　志子小学校では、児童一人ひとりが、校長先生から
卒業証書を受け取りました。
　別れの言葉では、在校生から感謝の気持ちや思い出
を、卒業生からは、先生、家族、在校生への感謝の気
持ちを伝えた後、それぞれの目標や将来の夢を発表し、
6 年間通った思い出の学び舎を巣立ちました。

賀楽多・琴の会新春演奏会

　2 月 27 日、海山公民館で海山芸能道場賀楽多と琴の
会による、新春演奏会が開催されました。
　今年の演奏会は 3 部構成で行われ、全部で 15 曲が演
奏されました。
　賀楽多は力強くテンポの良い演奏で会場を沸かせ、
琴の会は三味線などを交え、優雅な音色を奏でました。
　会場には保護者や知人らが訪れ、2 時間あまりの演奏
会を楽しみました。

３/19

3/8
・18 平成23年度紀北町農作業統一賃金基準額

10,000円重作業賃金

基準金額作業内容

6,000円軽作業賃金

24,000円トラクターでの３回耕起

8,000円トラクターでの１回耕起

8,000円田植機による植え付け

8,000円バインダーでの刈り取り

１反当たり
（機械作業）

１日当たり
（手作業）

20,000円コンバインでの刈り取り
［脱殻まで］
コンバインでの刈り取り
［乾燥まで］
育苗
［一箱当たり］
乾燥
［コンバイン用１袋］

26,000円

683円
（税込）

その他
400円

問い合わせ 紀北町農業委員会事務局
（本庁農林水産課農政係内）℡32-3916
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消防・警察だより
【平成23年2月1日～28日受付分】

お誕生おめでとう

ごめい福を祈ります

救急休日在宅当番表

五
万
円

二
十
万
円

三
万
円

二
万
円

二
万
円

十
万
円

三
万
円

十
万
円

三
万
円

一
万
円

五
万
円

　
十
万
円

（
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

善
意
を
あ
り
が
と
う

火災・救急発生状況

免許証の住所が紀伊長島区の方のみ

４月の免許更新日（12 日・26日）
受 付 時 間   9 時 ～14時 /優良・一般   15時 ～16時
※問い合わせは尾鷲警察署交通課免許係（TEL  25-0110)までお電話ください。

（２月末現在）

交通事故発生状況（２月末現在）

警察だより

消防だより

(　)は前年比

火 

災

３２０(＋２４) ２１３(＋２６)

４２(－６)

２３(＋４) ４５(－１０) ３９(＋４)

６５(－２) ４(±０) １１(＋１) ８(＋３)

その他

７４(＋１４) ５４(＋１９) ５(－１) ５(－６) １０(＋２)

１(＋１) １(＋１) ０(±０） ２(－１)

総件数 急　病 交通事故 一般負傷

１(＋１)

海 山 区 １(±０) ０(±０) １(＋１) ０(±０) ０(±０) ０(±０） １(±０）

船　舶 航空機 その他
紀伊長島区 １(±０) ０(－１) ０(±０) ０(±０) ０(±０) ０(±０）

総件数 建　物 林　野 車　両

組合管内 ７(＋３) ２(＋１) １(＋１)
 

救 

急

※組合管内は、三
　重紀北消防組合
　管内の件数

(　)は前年比

海 山 区

紀伊長島区

組合管内

三 重 県 内 １０，２１０
(＋４５５)

１，７４４
(－９６)

１４
(－１２)

２，３０３
(－１２５)

８，４６６
(＋５５１)

尾鷲署管内 １４０(－６) ２６(－６) １(＋１) ３０(－１１) １１４(±０)

紀 北 町 ６６(＋７) １０(－４) ０(±０) １１(－８) ５６(＋１１)

交通事故総件数人身事故件数 死 者 数 負 傷 者 数物損事故件数

戸籍の窓

受診する前に電話で連絡してください。時間は9時～17時です。変更がある場合
がありますのでご注意ください。

月日 尾　　鷲

西村整形外科

きば内科クリニック

野口内科胃腸科医院
木 ノ 内 医 院
第 一 病 院
垣内胃腸科内科医院
加 藤 内 科

4/3
4/10
4/17
4/24
4/29

曜日

日
日
日
日
金

電　　話 紀　　北 電　　話

（救急医療情報システム TEL 22-1199）

32 - 2266
47 - 4346
36 - 1111
47 - 4800
32 - 1666

23 - 3210

22 - 3535

住　所　  子の名前　  保護者
海　野　 岡山　のえ　　 純也
長　島　 河合　菜那　　 俊典
東長島　 垣内麻里歩　　 拓人
相　賀　 岡村　尚真　　 賢二
矢口浦　 東　　春花　　 賢一郎
相　賀　 杉本　海晴　　 祐一
相　賀　 梅谷　蒼葉　　 裕紀

住　所　　 氏　　名　　（年齢）
三　浦　  宮地　立身　  （84歳）
大　原　  大類　年雄　  （81歳）
海　野　  疇地　　稔　  （86歳）
三　浦　  青木　良輔　  （76歳）
東長島　  長田かづよ　  （87歳）
長　島　  東　　貞次　  （91歳）
海　野　  濱口みさを　  （98歳）
海　野　  堀畑又之　　  （89歳）
東長島　  東　　恒雄　  （74歳）
東長島　  赤井　元太　  （32歳）
島　原　  東　　行孝　  （85歳）
島　原　  兵頭ます子　  （90歳）
長　島　  長井　りゑ　  （89歳）
三　浦　  中野　光夫　  （87歳）
相　賀　  北村　和德　  （80歳）
小山浦　  仲村　岩男　  （92歳）
引本浦　  森下　幸子　  （71歳）
相　賀　  森　　陛一　  （74歳）
相　賀　  原田　　榮　  （92歳）
島勝浦　  山下　　堅　  （79歳）
引本浦　  長野なる子　  （84歳）
相　賀　  宮本　康子　  （87歳）
引本浦　  中井德　郎　  （93歳）
引本浦　  速水　俊平　  （88歳）
引本浦　  服部　　益　  （84歳）
上　里　  植松つぎ子　  （75歳）
矢口浦　  稲守　　浩　  （86歳）
相　賀　  中屋ちさ子　  （48歳）

広報きほく2011年４月号19
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親子サークルのご案内親子サークルのご案内
　親子サークルでは、乳幼児をお持ちの保護者の方が集まり、育児に対する不安や悩みを話し合ったり、子
育ての情報交換や仲間づくりなどを行っています。お子さんの憩いの場、保護者の皆さんのリフレッシュの
場として、お気軽に遊びに来てください。

　日本脳炎予防接種は、平成 17 年から積極的勧奨を行わないように勧告されていましたが、平成 21 年 6月より、
新しいワクチンで日本脳炎Ⅰ期の接種が開始されました。例年 6 月から 9 月にかけて、日本脳炎ウイルスの抗
体を保有する豚が西日本を中心に三重県でも確認されています。
　日本脳炎予防接種Ⅰ期は、3歳のお誕生日を過ぎたら接種対象です。Ⅰ期初回は 3歳時に 2回、Ⅰ期追加は 4歳
時に 1回です。7歳 6ヵ月まで接種は可能ですが、初回接種は、できるだけ 4歳になるまでに接種してください。

★ ４月からの新会員を募集しています。お気軽に見学に来てください ★

【問い合わせ】
本庁福祉保健課（老人福祉センター）　℡32-3912　　保健センター　℡47-4750

19、26 日（火曜日）
10：30 ～ 11：30
老人福祉センター

【4月の日程】
【時 　間】
【場　 所】

【4月の日程】
【時 　間】
【場　 所】

6、13、27 日（水曜日）
10：00 ～ 11：30
老人福祉センター

お知らせお知らせ

たんぽぽ プチ・キッズ
6、13、27 日（水曜日）

（海山区） （紀伊長島区）

2 歳児歯科健康診査

４月 21日（木） 東長島公民館
H21.1.21 ～ H21.4.21 生まれのお子さん【対 象 者】

対象者には、通知書を郵送します。通知書が届かな
い方はご連絡ください。

★

3 歳 6 ヵ月児健康診査

４月 14日（木）東長島公民館
H19.8.11 ～ H19.10.14 生まれのお子さん【対 象 者】

老人福祉センター　（℡32-3912）【問い合わせ】 老人福祉センター　（℡32-3912）【問い合わせ】

◆ポリオワクチン接種について◆
4 月   8 日 ( 金 ) 東長島公民館　　　　
4月 15 日 ( 金 ) 老人福祉センター

3 ヵ月～ 7歳 6ヵ月で、2回接種していないお子さん【対 象 者】

◆MR（麻しん風しん混合）ワクチン接種について◆

◆日本脳炎 (Ⅰ期 ) 予防接種について◆

２期：小学校入学前の１年間　　（H17.4.2 ～ H18.4.1 生まれ）
３期：中学校１年生　　　　　　（H10.4.2 ～ H11.4.1 生まれ）
４期：高校３年生に相当する年齢（H5.4.2 ～ H6.4.1 生まれ）
平成2 3年 4月 1日～平成2 4年 3月 3 1日

【対 象 者】

【 接種 期 間 】

対象者には、通知書を郵送します。通知書が届かな
い方はご連絡ください。

★

★対象者には、ハガキを郵送します。
接種日までにハガキが届かない方
は、ご連絡ください。

★対象者には、通知書を郵送します。
通知書が届かない方は、ご連絡くだ
さい。

【問い合わせ】本庁福祉保健課（老人福祉センター）　℡32-3912　　保健センター　℡47-4750
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感染症情報（2月 21 日～ 3月 13 日分）

紀北地区の感染症の動向をお知らせします。
※詳しくは「三重県感染症情報センター」のホーム―ページ
(http://www.kenkou.pref.mie.jp/kansenmenu.htm) をご覧ください。
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一般健康相談 ( 血圧・尿検査等 )

申し込み（１ヵ月前まで）、詳細につきましては、下記までお願いします。
　・紀伊長島区　津本守久　℡47-1582　　　・海山区　苫谷侑佑　℡32-1205
町の広報には 4月号にだけ年間計画を掲載しますので、切り取って保管してください。

  4 月  5  日（火）

  5 月  3  日（火）

  6 月  8  日（水）

  7 月 12 日（火）

  9 月 16 日（金）

10 月 12 日（水）

11 月 24 日（木）

12 月  6  日（火）

  1 月 11 日（水）

  2 月 12 日（日）

  3 月 11 日（日）

名古屋
東山動物園植物園

バス  海山
　　  東長島公民館

６：２０出発
７：００出発

ＪＲ  相賀駅
　　  紀伊長島駅

７：３９出発
８：００出発

バス  海山
　　  東長島公民館

７：００出発
７：４０出発

バス  海山
　　  東長島公民館

６：４０出発
７：１０出発

バス  海山
　　  東長島公民館

６：２０出発
７：００出発

バス  海山
　　  東長島公民館

６：２０出発
７：００出発

バス  海山
　　  東長島公民館

６：２０出発
７：００出発

バス  海山
　　  東長島公民館

７：００出発
７：４０出発

バス  海山
　　  東長島公民館

８：００出発
８：４０出発

ＪＲ  相賀駅
　　  紀伊長島駅

７：３９出発
８：００出発

野原公園　藤祭り

御在所　ロープウェイ
（湯の山）

伊良湖岬

黒部峡谷トロッコ
（１泊２日）

當麻寺

太郎坊宮
（勝運の神）

伊賀白藤の滝

伊勢神宮参拝

笠木不動

城ノ浜温泉祭り ※詳しくはお問い合わせください。

月　日 行　き　先 交通手段及び出発時刻

今年も元気で楽しく元気に歩きましょう！！

こころの健康相談

４月 25日（月）保健センター 10：00 ～ 11：30

※4月の健康相談はお休みです。

こころの健康に関する悩みや精神的な病気
に関する悩みを持つ方、ご家族の方
４／ 21（木）までに老人福祉センターへお申
し込みください。℡ 32-3912

【対 象 者】

【申 し 込 み】

赤ちゃん相談＆おやこ広場

４月 11日（月）　老人福祉センター（海山区）
４月 20日（水）　保健センター（紀伊長島区）

10：00 ～ 11：30
母子健康手帳

【 時 間 】
【持 ち 物】

５月  ２日 ( 月 )
　船 津 集 会 所・・・・・
　新田多目的集会施設・・・・・

５月  ６日 ( 金 )
　便ノ山多目的集会施設・・・・・
　木 津 集 会 所・・・・・
　白 浦 集 会 所・・・・・
　島勝漁村センター  ・・・・・
　東 長 島 公 民 館・・・・・

  9： 3 0 ～ 1 0： 3 0
1 0： 4 5 ～ 1 1： 1 5

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 1 5 ～ 1 0： 4 5
  9 ： 3 0 ～ 1 0： 1 0
1 0： 2 5 ～ 1 0： 5 5
1 0： 0 0 ～ 1 1： 0 0
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44
　

平
成
23
年
３
月
31
日（
木
）ま
で
、

本
庁
及
び
紀
伊
長
島
総
合
支
所
で

業
務
時
間
を
延
長
し
、
住
民
票
な

ど
の
交
付
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、「
４
月
１
日（
金
）」か
ら
電

話
予
約
に
よ
る
業
務
時
間
外
交
付

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
あ
わ
せ
て
、
税
務

関
係
証
明
も
交
付
い
た
し
ま
す
。

電
話
に
よ
る
交
付
予
約
受
付
時
間

平
日
の
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　

〜
午
後
５
時
15
分

受
け
取
り
時
間

平
日　

午
後
５
時
15
分
〜
午
後
７

時土
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

（
戸
籍
謄
本
等
関
係
証
明
を
除
く
）

　

交
付
手
続
き
な
ど
、詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

【
住
民
票
な
ど
】

本
庁
住
民
課

℡（
32
）３
９
０
７

紀
伊
長
島
総
合
支
所
住
民
室
住
民

係℡（
47
）１
１
１
１

【
税
務
証
明
な
ど
】

本
庁
税
務
課

℡（
32
）３
９
０
８

紀
伊
長
島
総
合
支
所
住
民
室
税
務

係℡（
47
）１
１
１
１

　

土
地
、
家
屋
を
所
有
し
て
い
る

方
な
ど
は
固
定
資
産
税
の
算
定
基

礎
に
な
る
固
定
資
産
税
課
税
台
帳

の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。ま
た
、
土

地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
で
自

己
の
所
有
し
て
い
る
土
地
、
家
屋

以
外
で
も
価
格
な
ど
を
縦
覧
で
き

ま
す
。

縦
覧
場
所

　

本
庁
税
務
課
、
紀
伊
長
島
総
合

支
所
住
民
室

縦
覧
期
間

４
月
１
日（
金
）〜
５
月
31
日（
火
）

（
土
・
日
曜
日
、及
び
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

縦
覧
で
き
る
方

　

町
内
に
所
在
す
る
土
地
家
屋
の

固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
そ
の
家

族
等
代
理
権(

委
任
状
な
ど
が
必

要)

を
有
す
る
方

そ
の
他

　

来
庁
時
は
、
本
人
確
認
の
で
き

る
も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

（
代
理
の
と
き
は
、代
理
人
本
人
を

確
認
で
き
る
も
の
と
委
任
状
な
ど

を
持
参
）

問
い
合
わ
せ

本
庁
税
務
課
課
税
係

℡（
32
）３
９
０
８

　

平
成
23
年
度
全
国
消
防
長
会
東

海
支
部
総
会
が
、
東
海
三
県
下
74

消
防
本
部
の
消
防
長
が
一
堂
に
会

し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
行
事
の
一
環
と
し
て
「
第

32
回
全
国
消
防
長
会
東
海
支
部
消

防
職
員
意
見
発
表
会
」
が
合
わ
せ

て
開
催
さ
れ
ま
す
。
愛
知
・
岐
阜
・

三
重
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
６
名

の
消
防
職
員
が
、
全
国
大
会
（
埼

玉
県
）
を
目
指
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
一
生
懸
命
発
表
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
15
日
（
金
）

　
　
　

午
後
３
時
30
分
〜

場
所　

尾
鷲
市
民
文
化
会
館
（
入

場
無
料
）

主
催　

全
国
消
防
長
会
東
海
支
部

問
い
合
わ
せ

三
重
紀
北
消
防
組
合
消
防
本
部
総

務
課

℡（
22
）
２
０
２
１

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

土
地
・
相
続
問
題
や
事
故
・
損

害
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
会

場
定
員
10
名
で
す
。
前
日
ま
で
に

本
庁
住
民
課
住
民
係
ま
で
予
約
の

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

当
事
者
間
に
係
争
が
あ
る
場
合

無
料
法
律
相
談

　
　
　
　（
予
約
制
）

普通救命講習
日時：4 月 9 日（土）午後 1 時～ 4 時
場所：紀伊長島総合支所 3 階会議室
※詳しくはお問い合わせください。
℡47-0001（紀伊長島消防署）

精神保健福祉相談
日時：4 月 25 日（月）
場所：保健センター
※事前予約が必要です。保健センター
までご連絡ください。
℡47-4750

紀北町のイベントやお知らせなどを掲載しています。

固
定
資
産
税
の
価
格

等
の
縦
覧

東
海
三
県
消
防
職
員
の

意
見
発
表
会

住
民
票
な
ど
の
時
間

外
交
付
に
つ
い
て

場
　
所

時
　
間

日
　
程

４
月
８
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　

〜
４
時

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
海
山
区
）

場
　
所

時
　
間

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　

〜
４
時

社
会
福
祉
会
館

（
紀
伊
長
島
区
）

４
月
25
日
（
月
）

日
　
程
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の
ご
相
談
は
受
け
か
ね
ま
す
の

で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
住
民
課
住
民
係

℡（
32
）３
９
０
７

対
象　

三
重
県
内（
全
域
）在
住
の
、

自
立
に
悩
む
39
歳
く
ら
い
ま
で
の

若
年
無
業
者
の
方
（
就
学
者
は
除

く
）及
び
そ
の
保
護
者
・
関
係
者

○
出
張
相
談（
要
予
約
）

日
時　

毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

三
重
県
尾
鷲
庁
舎
２
０
２
会
議
室

○
訪
問
支
援（
要
予
約
）

内
容　

若
者
自
身
が
社
会
と
つ
な

が
り
を
失
わ
な
い
よ
う
、訪
問
活
動

に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

若
者
就
業
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
・
み
え　

℡
０
５
９（
２
７
１
）９
３
３
３

当
日
連
絡
先
　

℡
０
９
０（
１
２
７
９
）６
７
８
５

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
７

時（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
月
〜

金
曜
日
）

　

法
務
局
・
地
方
法
務
局
及
び
そ

の
支
局
の
常
設
人
権
相
談
所
の
電

話
番
号
が
統
一
さ
れ
ま
す
（
開
始

日
は
、
４
月
18
日（
月
）か
ら
の
予

定
で
す
）。

　

な
お
、統
一
化
後
に
お
い
て
も
、

従
前
の
電
話
番
号
に
電
話
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

統
一
電
話
番
号

０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

（
ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
１
１
０
番
）

問
い
合
わ
せ

津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

℡
０
５
９（
２
２
８
）４
１
９
３

　

０
５
９（
２
１
３
）３
３
１
９

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
24
年
春
採

用
予
定
の
陸
・
海
・
空
自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
一
般
曹
候
補
生
（
非
任
期
制
隊

員
）

受
付
期
間　

５
月
６
日（
金
）ま
で

試
験
日　

５
月
21
日（
土
）

受
験
資
格　

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

◆
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

受
付
期
間　

５
月
６
日（
金
）ま
で

試
験
日
　

　

５
月
14
日
（
土
）・
15
日
（
日
）

（
15
日
は
飛
行
要
員
の
み
）

受
験
資
格　

　

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
（
22

歳
未
満
の
方
は
大
学
卒（
見
込
含
）

◆
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

受
付
期
間　
５
月
６
日（
金
）ま
で

試
験
日　

５
月
14
日（
土
）

受
験
資
格　

　

専
門
の
大
学
卒（
見
込
含
）20
歳

以
上
30
歳
未
満
の
方
（
薬
剤
科
は

20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
方
）

問
い
合
わ
せ
　

自
衛
隊
熊
野
地
域
事
務
所

℡
０
５
９
７（
85
）２
２
１
４

東
紀
州
自
衛
官
募
集
事
務
連
絡
会

（
本
庁
住
民
課
内
）

℡（
32
）３
９
０
７

紀北町のイベントやお知らせなどを掲載しています。

若
者
の
自
立
に
向
け
た

出
張
相
談
・
訪
問
支
援

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

常
設
人
権
相
談
所
の

電
話
番
号
の
統
一
化

に
つ
い
て

獣
害
防
護
柵
な
ど
を
設
置
さ
れ
る
方
に
お
知
ら
せ

　

サ
ル
、イ
ノ
シ
シ
、シ
カ
な
ど
に

よ
る
農
作
物
被
害
を
防
止
す
る
た

め
、
被
害
防
止
効
果
が
十
分
期
待

で
き
る
電
気
柵
な
ど
（
ト
タ
ン
、

網
、
板
な
ど
を
含
む
。）を
設
置
す

る
方
に
対
し
て
、
次
の
条
件
を
満

た
す
場
合
に
、
予
算
の
範
囲
内
で

資
材
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内
を

補
助
し
ま
す
。

条
件

・
設
置
場
所
が
町
内
で
あ
る
こ
と

・
設
置
対
象
地
の
耕
作
面
積
が
１

０
０
㎡
以
上
あ
る
こ
と

・
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
の
購

入
資
材
で
あ
る
こ
と

補
助
金
限
度
額

　

水
稲
及
び
柑
橘
、野
菜  

10
万
円

手
続
き
方
法 

①
電
気
柵
な
ど
の
補
助
を
受
け
よ

う
と
す
る
方
は
、
事
業
費
な
ど
を

記
載
し
た
事
業
計
画
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
４
月
１
日
か
ら
計

画
書
を
受
付
し
、受
付
順
に
、予
算

の
範
囲
内
に
お
い
て
補
助
金
の
内

示
を
行
い
ま
す
。）

②
事
業
計
画
書
の
提
出
後
、
補
助

金
交
付
申
請
書
に
領
収
書
（
購
入

資
材
の
明
細
が
わ
か
る
も
の
）、位

置
図
、
写
真（
設
置
前
と
設
置
後
）

な
ど
を
添
え
て
、
10
月
末
日
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

予
算
の
都
合
上
、
交
付
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

補
助
金
申
請
は
１
年
度
に
１
回

限
り
と
し
ま
す
。

※

事
業
計
画
書
、
補
助
金
交
付
申

請
書
の
用
紙
は
本
庁
農
林
水
産
課

ま
た
は
紀
伊
長
島
総
合
支
所
産
業

建
設
室
内
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
農
林
水
産
課
農
政
係

℡（
32
）３
９
１
６

紀
伊
長
島
総
合
支
所
産
業
建
設
室

産
業
振
興
係

℡（
47
）１
１
１
１
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2011.４
N
o.66

（
平
成
23
年
3
月
1
日
現
在
)

■
人
口
：
18,974

人
　
　
■
世
帯
数
：
8,660

世
帯

■
男
：
8,979

人
/女
：
9,995

人

笑顔満１歳

「さわやか笑顔」のコーナーに掲載希望の方は、
誕生月の前月の 10 日までに本庁企画課広報係
までお申し込みください。

　2月 20 日、海山区の大田賀 FSC の森で東京藝術
大学・ものづくり実行委員会・紀北町の共催で、
音のかけら作りが開催されました。
　町内外から訪れた 15 人の参加者は、彫刻家の
金沢健一さんの説明に従い、配布された円形の金
属板を思い思いに溶断し、それぞれの作品を仕上
げました。
　この後、参加者全員で即興演奏を行い、澄んだ
美しい金属音が響き渡りました。

ワークショップ  音のかけら作り２/20

平成2２年４月20日
大人顔負け、パワフルふうちゃん！　　
みんなの元気の源です
＜長島＞雅弘・智子さん

平成2２年４月12日
お姉ちゃん大好きで、何でもよく食べる
はなたんです。
＜東長島＞頼直・郷水さん

奥川 楓菜ちゃん
ふうな

高村 巴菜ちゃん
は な

谷口 颯汰くん
平成22年４月19日

お姉ちゃん大好き　　　　　　　　　　
甘えん坊の そうたです
＜三浦＞二郎・瑞穂さん

そうた
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